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COMPONENT WORLD 


5.1ch ホームシアターシステム 

BASE-V15X 

PR-1 55AX(AV コントローラー） 
SWA-V 1 5X ( サブウーファー) 

ST-V15XC (センタースピーカー） 
ST-V15XM (サテライトスピーカー） 


取扱説明書 


お買い上げいただきまして、ありがとうご 
ざいます。 

ご使用前にこの「取扱説明書」をよくお読 
みいただき、正しくお使いください。 
お読みになったあとは、いつでも見られる 
所に保証書、オンキヨーご相談窓口 • 修理 
窓口のご案内とともに大切に保管してくだ 
さい。 
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主な特長 


■ ドルビー* 1 プロロジック II 、ドルビーデジタル、 DTS * 2 、 AAC * 3 デコーダー内蔵 

■ DVD はもちろん、ビデオやテレビ、ゲームも 5.1 ch サラウンド再 g 

■ OMF ダイヤフラムが採用サテライトスピーカー 、 「AERO ACOUSTIC DRIVE す:+ 2 採用 
で重心が低く、スピード感あふれる超低音を出力するサブウーファー 

■ 6 チャンネルアンプ、サブウーファーが一体化。コンパクトで簡単接続、リモコン付属で 
P 単操作 

■ デジタル入力端子として光3系統を装備 
■ 3系統アナログ入力端子装備 

■ 5.1 マルチチャンネル入力端子装備、 DVD - オーディオプレーヤーへの拡張性を実現 
■プリセット30局メモリー機能 

■オートプリセットメモリー機能 （ FM ) 

■ 再生も録音も複数設定可能なプログラムタイマー機能（最大4モード） 

■ オンキヨー独自の6つのサラウンドモード 
■ サンプリング周波数 96 kHz 入力に対応 

■ TV プリプ□付きシステムリモコン付属 
■ 簡単に接続できる色付接続コード付属 

ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造されています。 

ドルビー、 Dolby、Pro Logic 及びダブル D 記号は、ドルビーラボラトリーズの商標です。 

* 2 本機はデジタル • シアター • システムズ社からのライセンスに基づき製造されています。 

“DTS”、“DTS Digital Surround” は、デジタル•シアター•システムズ社の商標です。 

* 3 AAC パテントマーキング 

Pat.5,848,391 5,291,557 5,451,954 5 400 433 5,222,189 5,357,594 5 752 225 
5,394,473 5,583,962 5,274,740 5,633,9815 297 236 4,914,701 5,235,671 
07/640,550 5, 579,430 08/678,666 98/03037 97/02875 97/02874 98/03036 
5,227,788 5,285,498 5,481,614 5, 592,584 5,781,888 08/039,478 08/211,547 
5,703,999 08/557,046 08/894,844 5,299,238 5,299,239 5,299,240 
5,197,087 5,490,170 5,264,846 5,268,685 5,375,189 5,581,654 5,548,574 5,717,821 

が独自開発 0 MF ダイヤフラム採用のスピーカー ユニッ ト 

スピーカーユニツトには OMFCOnkyo Micro Fiber ) ダイヤフラムを採用。独自の素材と成形方法 
によって、振動板に要求される条件(①軽量②高剛性③適度な内部ロス)を最適にバランスさせ、 
雑音の低減、トランジェント(過度特性)を向上させています。また、サブウーファー、センタース 
ピーカー、サテライトスピーカーには、音質の良い木製キャビネットを採用しています。 

•^2 「AERO ACOUSTIC DRIVE 」 を採用することにより、重心が低くスピード感あふれる超低音を再 
生します 。 AERO ACOUSTIC DRIVE とは、「空気をいかに駆動するか」という発想で、重心が低 
くより八イスピードな低音を実現させるオンキヨー独自の技術の総称です。 

SWA - V 15 X では、ダクト形状を細長いスリット形状にすることにより、空気に十分な負荷をか 
け、重心が低くスピード感あふれる超低音を再生します。また、この技術によりダクトからの風切 
り音などの音質に悪影響を及ぼす不要なノイズを極限まで低減させ、低域再生範囲の拡大もあわせ 
て実現させています。 


音のエチケット 

楽しい映画や音楽も、時間と場所によっては気になるものです。隣近所への配 
慮を十分しましよう。特に静かな夜間には窓を閉めるのも一つの方法です。 

お互いに心を配り、快い生活環境を守りましょう。 



カタログおよび包装箱などに表示されている型名の最後にあるアルフアベットは、製品の色を表す記号 
です。色は異なっても操作方法は同じです。 
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オーディオ機器の正しい使いかた 


オーデイオ機器を安全にお使いいただ < r こめ、ご使用の前に必ずお読み < rd さい 


絵表示について 

I この「取扱説明書」および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、 
あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表 
示をしています。 

その表示と意味は次のようになっています。内容をよく理解してから本文をお読みく 
ださい。 


a この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重 

/!\吾口傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 

A ^ この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可 

s 能性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内 
容を示しています。 


絵表示の例 

1 卜 △記号は注意（警告を含む）を促す内容があることを告げるものです。 

/7 \ 図の中に具体的な注意内容（左図の場合は感電注意）が描かれています。 



〇記号は禁止の行為であることを告げるものです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれてい 
ます。 


0 

❶ 


•記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。 

図の中や近傍に具体的な指示内容（左上図の場合は電源プラグをコンセン 
卜から抜いてください）が描かれています。 
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A 警告 


■ 故障したままの使用はしない- 

• 万一、煙が出ている、変なにおいや音がするなどの異常状態のまま 
使用すると、火災•感電の原因となります。すぐに本機の電源ブラ 
グをコンセントから抜いてください。 

煙が出なくなるのを確認して、 I 反売店に修理を依頼してください。 

から抜いてください 


雪源プラグをコンセント 


■絶対に裏ぶた、カバーははずさない、改造しない- 

• 本機の裏ぶた、カバーは絶対にはずさないでください。 

内部には電圧の高い部分があり、感電の原因となります。内部の点 
検 • 整備 • 修理は販売店に依頼してください。 

• 本機を分酿改造しないでください。火災•感電の原因となります。 



■ lOOV 以外の電圧で使用しない 


0 

■ 放熱を妨げない 


本機を使用できるのは日本国内のみです。 

表示された電源電圧（交流100ボルト）以外の電圧や船舶などの直 
流 ( DC ) 電源には絶対に接続しないでください。火災•感電の原 
因となります。 


0 


• 本機の通風孔をふさがないでください。通風孔をふさぐと内部に 
熱がこもり、火災の原因となります。本機には内部の温度上昇を防 
ぐため、ケースの上部や底部などに通風孔があけてあります。次の 
点に気を付けてご使用ください。 

• 本機を逆さまや横倒しにして使用しないでください。 

• 本機を、押し入れや本箱など風通しの悪しヽ狭い所に押し込んで使用 
しないでください。 

• テーブルクロスをかけたり、布団の上に置いて使用しないでくださ 
い0 

• 本機を設置する場合は、壁から 10 cm 以上の間隔をおいてくださ 
し、また、放熱をよくするために、他の機器との間は、少し離して 
置いてください。ラックなどに入れるときは、機器の天面から 
2 cm 以上、背面から 5 cm 以上のすきまをあけてください。内部に 
熱がこもり、火災の原因となります。 


■ 水のかかるところに置かない- 

• 風呂場では使用しないでください。火災•感電の原因となります。 

水場での 
使用禁止 


0 _.^ n • 本機は屋内専用に設計されています。ぬらさないようにご注意くだ 

禁止 さい。内部に水が入ると、火災•感電の原因となります。 
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A 警告 


■ 水の入った容器を置かない 


0 


• 本機の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの入っ 
た容器や小さな金属物を置かないでください。こぼれて中に入った 
場合、火災•感電の原因となります。 


■ 中に物を入れない 


0 


• 本機の通風孔から金属類や燃えやすいものなどを差し込んだり、落と 
し込んだりしないでください。火災 • 感電の原因となります。特にお子 
様のいるご家庭ではご注意ください。 


■ 中に水や異物が入ったら 


A® 

電源プラグをコンセント 
から抜いてください 


• 万一、本機の内部に水や異物が入った場合は、すぐに本機の電源ス 
イッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いて販売店にご連絡 
ください。 


■電源コードを傷つけたり、加工しない 


A 


m 電源コードが傷んだら（芯線の露出、断線など）販売店に交換をご 
依頼ください。 

そのまま使用すると火災 • 感電の原因となります。 


0 


• 電源コードの上に重いものをのせたり、コードが本機の下敷になら 
ないようにしてください。コードに傷がついて、火災•感電の原因 
となります。コードの上を敷物などで覆うことにより、それに気付 
かず、重い物をのせてしまうことがありますので、ご注意くださ 
い0 

• 電源コードを傷つけたり、加工したり、■理に曲げたり、ねじった 
り、引っ張ったり、加熱したりしないでください。コードが破損し 
て火災 • 感電の原因となります。 


■落としたり、破損した状態で使用しない 


A® 

莆源プラグをコンセント 
から抜いてください 


• 万一、誤って本機を落とした場合や、キャビネットを破損した場合 
には、そのまま使用しないでください。火災•感電の原因となりま 
す。電源プラグをコンセントから抜き、必ず販売店にご相談くださ 
し、 


■雷が鳴りだしたら機器に触れない 



接触禁止 


• 雷が鳴りだしたら、アンテナ線や電源プラグには触れないでくださ 
し、。感電の原因となります。 


■ 乾電池を充電しない 


0 


癱乾電池は充電しないでください。電池の破裂や液もれにより火災- 
けがの原因となります。 




A > 王思 


■ 設置上の注意 

0 


• 強度の足りない台やぐらついたり、傾いた所など、不安定な場所に 
置かないでください。落ちたり倒れたりして、けがの原因となるこ 
とがあります。 

• 本機の上に他のオーディオ機器を乗せたまま移動しないでくださ 
し、倒れたり落下して、けがの原因となることがあります。 

• 本機の上に1 Okg 以上の重い物や外枠からはみ出るようなものを置 
かないでください。バランスがくずれて倒れたり落下して、けがの 
原因となることがあります。 


■ スピーカーコー ドは安全な場所へ 



• スピーカーコードの配線された位置によっては、つまずいたり引っ 
かかったりして、落下や転倒など事故の原因となることが 
あります。 スピーカースタン ドを利用した場合や高い所に置いた場 
合、壁に掛けた場合など、特にご注意ください。 


■ 次のような場所に置かない 


0 

■ 使用上の注意 


0 


■ 接続について 


争調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気が当たるような場所に置かな 
いでください。火災•感電の原因となることがあります。 

• 湿気やほこりの多い場所に置かないでください。火災•感電の原因 
となることがあります。 


• 長時間音が歪んだ状態で使わないでください。アンプ、スピーカー 
等が発熱し、火災の原因となることがあります。 

• ヘッドホンをご使用になる時は、音量を上げすぎないようにご注意 
<ださい。耳を刺激するような大きな音量で長時間続けて聞くと、 
聴力に悪い影響を与えることがあります。 

• 本機に乗ったり、ぶら下がったりしないでください。特にお子様に 
はご注意ください。倒れたり、こわれたりして、けがの原因となる 
ことがあります。 

• キャッシュカード、フロッピーディスクなど、磁気を利用した製品 
を近づけないでください。磁気の影響で製品が使えなくなったり、 
データが消失することがあります。 


A 


• 本機を他のオーディオ機器やテレビなどの機器に接続する場合は、 
それぞれの機器の取扱説明書をよく読み、電源スイッチを切り、説 
明に従って接続してください。また接続は指定のコードを使用して 
ください。指定以外のコードを使用したりコードを延長したりする 
と、発熱し、やけどの原因となることがあります。 


8 




王思 


■電源コード、電源プラグの注意 


0 


• 電源コードを熱器具に近付けないでください。コードの被覆が溶け 
て、火災•感電の原因となることがあります。 

• ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因と 
なることがあります。 

• 電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張らないでください。 
コードが傷つき、火災•感電の原因となることがあります。必ず、 
ブラグを持って抜いてください。 

• 電源コードを束ねた状態で使用しないでください。発熱し、火災の 
原因となることがあります。 


0 • 

暖源プラグをコンセント 
コ、ら抜いてください # 


旅行などで長期間、本機をご使用にならないときは、安全のため必 
ず電源プラグをコンセントから抜いてください。火災の原因となる 
ことがあります。 

移動させる場合は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセ 
ントから抜き、機器間の接続コードなど外部の接続コードをはずし 
てから行ってください。コードが傷つき、火災•感電の原因となる 
ことがあります。 


■電池について 

A 


• リモコンに電池を入れる場合、極性表示（プラス十とマイナスーの 
向き）に注意し、表示通りに入れてください。間違えると電池の破 
裂、液もれにより、火災、けがや周囲を汚損する原因となることが 
あります。 


0 


• 指定以外の電池は使用しないでください。また、新しい電池と古い 
電池を混ぜて使用しないでください。電池の破裂、液もれにより火 
災、けがや周囲の汚損の原因となることがあります。 

• 電池は、加熱したり、分解したり、火や水の中に入れないでくださ 
し、。電池の破裂、液もれにより、火災、けがの原因となることがあ 
ります。 


■スピーカーコードについて 


0 


• スピーカーコードを傷つけたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱 
したりしないでください。 火災 .感電の原因となることがありま 
す0 
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王思 


■点検 • 工事について 


愈 

霪源プラグをコンセント 
から抜いてください 


• お手入れの際は、安全のため電源プラグをコンセントから抜いて 
行ってください。感電の原因となることがあります。 


A 


• 使用環境にもよりますが、2年に1回程度の機器内部の掃除をお勧 
めします。もよりの販売店にご相談ください。 

本機の内部にほこりがたまったまま、長い間掃除をしないと火災や 
故障の原因となることがあります。特に湿気の多くなる梅雨期の前 
に行うと、より効果的です。なお、掃除、点検費用等についても販 
売店にご相談ください。 

• 電源プラグにほこりがたまると自然発火（トラッキング現象）を起 
こすことが知られています。年に数回、定期的にプラグのほこりを 
取り除いてください。梅雨期前が効果的です。 

• アンテナエ事には経験と技術が必要ですので、，販売店にご相談くだ 
さい。 

• 屋外アンテナは送電線から離れた場所に設置してください。 
アンテナが倒れた場合、感電の原因となることがあります。 


0 

〇 


• シンナー、アルコールやスプレー式殺虫剤を本機にかけないでくだ 
さい。塗装がはげたり変形することがあります。 


• 表面の汚れは、中性洗剤をうすめた液に布を浸し、固く絞って拭き 
取ったあと、乾いた布で拭いてください。 

化学ぞうきんなどお使いになる場合は、それに添付の注意書きなど 
をお読みください。 


10 




取り扱いについて 


■ お手入れについて 

製品の表面は時々柔らかい布でからぶきしてください。汚れがひどいときは、中性洗剤をうすめた液 
に、柔らかい布を浸し、固く絞って汚れをふき取ったあと乾いた布で仕上げをしてください。固い布 
や、シンナー、アルコールなど揮発性のものは、ご使用にならないでください。 

化学ぞうきんなどをお使いになる場合は、それに添付の注意書きなどをお読みください。 

スピーカーのサランネットにほこりがついたときは、掃除機で吸い取るかブラシをかけるとよくほこ 
りを取ることができます。 


■ カラーテレビやパソコンとの近接使用について 

一般にカラーテレビやパソコンに使用されているブラウン管は、地磁気の影響さえ受けるほどデリケー 
卜なものですので、普通のスピーカーを近づけて使用すると、画面に色むらやひずみが発生します。 
付属のスピーカーは（社）電子情報技術産業協会 （ JEITA ) の技術基準に適合した防磁設計を施してい 
ますので、テレビなどとの近接使用が可能です。ただし、設置のしかたによっては色むらが生じる場合 
があります。その場合は一度テレビの電源を切り、15分〜30分後に再びスイッチを入れてください。 
テレビの自己消磁機能によって画面への影響が改善されます。その後も色むらが残る場合はスピーカー 
をテレビから離してください。また、近くに磁石など磁気を発生するものがあるとスピーカーとの相互 
作用により、テレビに色むらが発生する場合がありますので設置にご注意ください。 

- — 

ご注意 
—- 

テレビなどの近くに置く場合、テレビから出ている電磁波の影響で本機の電源を切っていてもスピー 
力一から雑音を発生することがあります。この雑音が気になる場合は、テレビからさらにスピーカーを 
離してご使用ください。 

■取り扱い上のご注意 

付属のスピーカーは通常の音楽再生では問題ありませんが、次のような特殊な信号が加えられますと、 
過大電流による焼損断線事故のおそれがありますのでご注意ください。 

① FM チューナーが正しく受信していないときのノイズ 

② 発信器や電子楽器等の高い周波数成分の音 
© オーディオチェック用 CD などの特殊な信号音 

④ マイク使用時の八ウリング 

⑤ テープレコーダーを 早送りしたときの音 
® アンプが発振しているとき 

© ビンコードなど、接続端子の抜き差し時のショック音 

■メモリー保持について 

PR -155 AX には、メモリー保持用の予備電源装置が内蔵されています。これは、お客様が設定した内 
容などを停電時などに保護するためのものです。 PR -155 AX の電源コードを抜いた状態で、メモリー 
を保持できるのは約2週間です。ただし、時刻は保護されずタイマーは OFF 設定になりますので、再度 
設定してください。 
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付属品を確認する 


ご使用の前に次の付属品がそろっていることをお確かめください。 （） 内の数字は数量を表しています。 


AV コント □ーラー 
( PR -155 AXK 1) 



• リモコン ( RC -487 S )(1) 
•乾電池(単3形) (2) 



• SWA - V 15 X 専用接続コード 
3 m ( l ) 



• FM 室内アンテナ （1) • AM 室内アンテナ （1) 




•取扱説明書(本書 1) 

•保証書⑴ 

• オンキヨーご相談窓口 •修理窓口 
のご案内 （1) 


•サブウーファー 
( SWA - V 1 5 X )(1) 



• センタースピーカー 
( ST-V 15 X 0(1) 



•サテライトスピーカー 
( ST - V 15 XM )(4) 



• サブウーファー用 • サテライトスピーカー用 • 壁掛け金具 (6) 

コルクスべーサー(一組 <4個》コルクスベーサー(一組 <20個》 • 金具用ネジ (6) 



•スピーカーコード（左右フロ •スピーカーコード（サラウン 
ントパ z ンター用） 3.5 m (3) ド用） 8 m (2) 



(赤）（白）（緑） （青）（灰) 


ご注意 

巳 ASE - V 15 X は、サブウーファー ( SWA - V 15 X )、 センタースピーカー ( ST - V 1 5 XC )、 サテライトス 
ピーカー ( ST - V 1 5 XM ) および AV コント□—ラー ( PR -1 55 AX ) の組み合わせで最良の状態になるよう 
に設計されております。本体と他のスピーカーとの組み合わせや、他のアンプとサテライトスピーカー 
との組み合わせでご使用になった場合の故障については、保証できない場合がありますのでご了承くだ 
さい0 
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付属品を確認する 


■ 付属のコルクスペーサーを使う 
サブウーファー ( SWA - V 15 X ) 用コルクスべーサー 

よりよい音でお楽しみいただくために、付属のコルクスペーサーのご使用をおすすめします。 
また、コルクスぺ_サ_を使用することで、すべりにくく安定して設置することができます。 



v _ y 


センター スピーカー （ ST-Vl 5 XC ) 、 サテライト スピーカー （ ST - V 15 XM ) 用コルクス ペーサー 

よりよい音でお楽しみいただくために、付属のコルクスペーサーのご使用をおすすめします。 
また、コルクスぺ_サ_を使用することで、すべりにくく安定して設置することができます。 

たて置きの場合 横置きの場合 



壁に掛けて使用する場合 

底面 




、壁掛け金具 


上面 


サテライトスピーカーの上下を逆にして使用します。ス 
ぺ_サ_は2枚重ねて2ヶ所に貼ってください。また、 
サランネットは取り外せますので上下逆にすることがで 
ぎます。 


• サテライトスピーカーを壁にかけて使用する場合は、18ページの説明をよく読んで使用してく 
ださい。 






各部の名称と主な働き 


■ AV コント□ーラー （ PR -155 AX ) 前面パネル 


入力信号インジケーター(オレンジ） 

入力信号の状態を点灯して示します。 


サラウンドインジケーター(緑） 

サラウンドモードの状態を点灯して示します。 


電源ポタン ( STANDBY / ON ) 

電源のスタンバイ/オンを切り換えます。 


リモコン受光部 


ONKYO 


AVCONlhOLLER 


表示部 C 


■MC PCM □□DIGITAL DTSI 

0 0 0 0 




: 記参照） 


MULTI CH インジケーター(赤） 

入力がマルチチャンネル時点灯します。 

音量調整ツマ5 
(MASTER VOLUME ) 

音量を調整します。 


• STANDBY 
(!) STANDBY/ON 


SWLVLCTRL MEMORY TIMER INPUT 

9 0 


) C3 


丁 


Q [DOLBY 
I G I T A I 


サブウーファーレベルコント□ールポタン 
(SW LVL CTRL ) 

サブウーファーのレベルを切り換えます。 

メモリーポタン ( MEMORY ) 

FM / AM 表示のときに長く押すと 




メニューモー ドになります。 


へッドホン端子 ( PHONES ) 



マルチジョグダイヤル 
( h ^ MULTI JOG ^ w ) 

各種設定の選択、決定時に使用します0 

入力切換ポタン ( INPUT ) 

聞く ソースを 選びます。 

サラウンドモード切換ポタン 


タイマーポタン ( TIMER ) 

タイマ_モ_ドを切り換えます。 


( SURROUND ) 

サラウンドモードを切り換えます。 


■ 表示部 
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タイマー表示チューンド表示 ステレオ表示 



マルチディスプレイ AM/PM 表示オート表示 






























各部の名称と主な働き 


■ AV コント□ーラー （PR-155AX) 後面パネル 


デジタル入力端子 (DIGITAL INPUT ) CDR / TAPE / TV / V 旧 E 0 入出力端子 

市販のオーデイオ用光デジタルケープルを使って CD レコーダー、テープデッキ、テレビ、ビデオ 

デジタル出力端子付きの DVD プレーヤー、 CD プ などの音声入出力端子と接続します。 

レーヤーなどと接続します。 丨 | 


FM アンテナ端子 AM アンテナ端子 電源コード 

付属の FM 室内アンテナまたは、 付属の AM 室内アンテナまたは、 | 

FM 屋外アンテナを接続します。 AM 屋外アンテナを接続します。 



R ■端子 プリアウト端子 ( PREOUT ) DVD / CD 入力端子 


端子付きオンキヨー製品と接続し、付属の SWA - V 15 X 専用接続コー DVD プレーヤー、 CD プレーヤー 
連動させるための端子です。 PI ケーブドを使って、（サブウーファー）などの音声出力端子と接続します。 
ルの接続だけではシステムとして働きの MAIN IN 端子と接続します。 マルチチヤンネル出力のある DVD 

ません。オーディオ用ピンコードも正 プレーヤーとも接続できます。 

しく接続してください。 
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各部の名称と主な働き_ 

■サブウーファー （SWA-V15X) 前面パネル 


パワー 

POWER インジケー 

電源が入つているとき、 
緑色に点灯します。 



■サブウーファー (SWA-V15X) 後面パネル 



サブウーファー コント□—ル 

SUBWOOFER CONTROLS 耑子 

PR -1 55 AX のサブウーファー 
コント□—ル端子と接続します。 


メインイン 

MAIN IN 端子 

PR -1 55 AX のプリアウト端子と 
接続します。 


電源コード 


SURROUND SPEAKERS 端子 


左右サラウンド用スピーカーを接続します。 
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各部の名称と主な働き 


■センター用スピーカー （ST-V15XC) 


サランネット ツィーター ウーファー 

取り付けホルダー 丨 / 



サランネット キャビネット 

■サテライト用 スピーカー (ST-V15XM) 


ツイーターサランネツト サランネツト 



ウーファー キャビネット 


■ サランネットの脱着について 

スピーカー （ ST - V 15 XC 、 ST - V 15 XM ) は前面のサランネットを取り外すことができます。サラン 
ネットを付けたり、外したりするときは次のように行ってください。 

1. サランネットの端を持ち、手前に軽く引っ張り、サランネットの端を外します。 

2. 同じようにサランネットのもう1つの端を手前に引っ張ると、サランネットは本体から外れます。 

3. 取り付けるときは、サランネットの四隅にあるピンを本体のサランネット取り付けホルダーに合わ 
せて押し込みます。 





各部の名称と主な働き 


■壁に掛けて使用する場合 

金具の取り付けかた 

付属のネジを使ってキャビネット背面に金具を取り付けます。また、付属のサテライトスピーカー用コ 
ルクスべーサーを図の位園こ2枚重ねて貼り付けることにより、安定して設置できます。 

センタースピーカー （ ST - V 15 XC ) は2箇所、サテライトスピーカー （ ST - V 15 XM ) は1箇所に金具 
を取り付けます。 



壁掛け金具 



ご注意 

- 

壁につける場合、壁の強度に十分注意してください。壁はその材質、また桟（さん）などの位置によ 
り、ネジの保持強度に大きな差が出ますので、取付けに際しては十分注意してください。 

ネジは、頭の直径が1 Omm 以下、ネジの直径が 4 mm 以下で、できるだけ太く、長いものをご使用くだ 
さい。（業者の方にご相談いただくのが安心です。） 


■ 市販のスタンドや金具を使用する場合 

スピーカーの背面には M 5 用ネジ穴1個、底面にはピッチ 60 mm で M 5 用ネジ穴を2個設けています。底 
面を固定する場合は、市販のスタンドや金具を使用してください。 

スタンドや金具をご使用になるときは、スタンドの厚みを考慮して有効 5 mm 

ネジ長が7〜1 2 mm のものをご使用ください。 



]7〜1 2 mm 
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各部の名称と主な働き 



リモコン操作の反応が悪くなったら、2本とも新しい乾電池(単3形)と交換してください。 
•電池の極性( ㊉ 、 ㊀ )は、表示通り正しく入れてください。 

• 種類の異なる電池の使用や、新しい電池と古い賺池の混用は避けてください。 

•長期間リモコンを使用しないときは、電池の液もれを防ぐため、電池を取り出しておいてください。 


リモコンを AV コント□—ラー （ PR -155 AX ) のリモコン受光部に向けて操作してください。 

• リモコン受光部に直射日光やインバーター蛍光灯などの強い光を当てないでください。 

• 赤外線を発射する機器の近くで使用したり、他のリモコンを併用すると誤動作の原因となりま 
す。 

• オーディオラックのドアに色付きガラスを使っていると、リモコンが正常に機能しないことがあ 
ります。 

• リモコンとリモコン受光部の間に障害物があると、操作できません。 

• リモコンの上に本などの物を置かないでください。ボタンが押し続けられた状態になり、電池が 
消耗してしまうことがあります。 






各部の名称と主な働き 


リモコン ( RC -487 S ) 


入力切換ポタン ( INPUT ) 

聞く ソースを 選びます。 


電源ポタン ( STANDBY / ON ) -! 

電源のスタンバイ/オンを 
切り換えます。 


10+-0 0 KEY ) 

数字ボタンを使う前に押します。 


数字ポタン- 

10キーを押すと約1◦秒間、数字 
ボタンとして働きます。 

プリセツト選局などに使います。 


エンターポタン ( ENTER ) 

各種設定を決定するときに押します。 

▲/▼ポタン- 

スピ_力 _ 設定のときに、スピ_力一 
の距離やレベルを調節します。 



モードポタン （ MODE )- 

FM 受信時に、 FM モードの才一卜/ 
モノの切り換えを行います。 

また、マルチチャンネル信号入力時、 
オート/マルチチャンネル入力を切り 
換えます。 

テストトーンポタン (TEST TONE ) - 

各スピーカーからテストIンが出力 
されます。 


チユーニングポタン- 

(TUNING 

放送局を選局するときに使用します。 
(オートチューニング） 


ミューティングポタン ( MUTING )- 

音を一時的に小さくします。 


音量ボタン ( V 0 UJMEA/T )- 

音量を調節します。 


6 !&■ 
li\TE NIGHT 

m:G 

a SWLVLCTF 

I K^U/UVL/ _ _ ^ 

mm q:0- 

0.0 



MODE TEST TONE CH SELl DISTANCE 

_ oo 

ANGLE AUDIO SUBTITLE 


(+^> (^STANDBY/ON j ^ A ) 
C_NEL jv^pS^mUTING 画 ME 

o o o Q 


CLEAR RANDOM PROGRAM REPEAT 


TUNING TUNER PRESET 




Q LU 


OK 

I MOTE CONI 


KYO 

ROLLER RC 


チューナープリセツトポタン- 

(TUNER PRESET / ►►!) 

プリセツト選局するときに使用します。 


スリープポタン ( SLEEP ) 

スリープタイマーを設定します。 

クロックポタン ( CLOCK ) 

現在の時刻を表示します。 


,—デイマーポタン ( DIMMER ) 

表示部の明るさを切り換えます。 

-サラウンドポタン ( SURROUND ) 

サラウンドモードを切り換えます。 

-レイトナイトポタン (LATE NIGHT ) 

小音量で楽しみたい時に、ダイナ 
ミックレンジを切り換えます。 

サブウーファーレベルコント□ール 
ポタン (SW LVL CTRL ) 

サブウーファーのレベルを切り換えます。 


-チヤンネルセレクトボタン (CH SEL ) 

距離またはレベルを決定する 
スピーカーを 選びます。 

デイスタンスポタン ( DISTANCE ) 

聞く位置から、スピーカーまでの 
距離を調整するときに使用します。 


テレビ操作ポタン 

CHANNEL+ /- : 

チヤンネルを切り 
換えます。 

STANDBY/ON こ 

テレビの電源を 
オン/オフします。 

VOLUME : 

テレビの音量を調 
節します。 

MUTING 

テレビの音を一時 
的にノ」\さくします。 

TV INPUT 

テレビの入力を切 
り換えます。 

このテレビ操作ボタンを使用する 
には、あらかじめ、ご使用になつ 
ているテレビのリモコンコードを 
登録する必要があります。 

鐵扼規 68^- 

-ジをご覧ください。 
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各部の名称と主な働き 


■ リモコン ( RC-487S) 

INTEC 155 シリーズ （ DV - SP 155、 DV - S 155 X 、 C -701 A 、 MD -101 A 、 CDR -201 A 、 K - 
501 A など）と接続をすると下記のポタンが使用できます。 


テープデッキ操作ポタン 

< :巳廣雨を再生します。 

■:再生.録音や早送り • 巻戻し 
を止めます。 

► : A 廣雨を再生します。 

CDR / PC 操作ポタン 


II 


再生の一時停止をします。 


再生を止めます。 
再生を始めます。 


MD レコーダー 操作ポタン 


II 


再生 • 録音を一時停止します。 
再生 • 録音を止めます。 

再生 • 録音(録音一時停止から) 
を始めます。 


CD / DVD プレーヤー操作ポタン 



II 


再生の一時停止をします。 
再生を止めます。 

再生を始めます。 


クリアポタン ( CLEAR ) — 

記憶した曲などを取り消します。 


◄◄ 


►ポタン 


>►7 

DVD / CD / MD/CDR の早送り、 

早戻しをします。 

ランダムポタン （ RAND 0 M )- 

ランダム再生を始めるときに 
押します。 


MODE TEST TONE CH SEL DISTANCE 

0 0 0 0 
ANGLE AUDIO SUBTITLE 


CLEAR RANDOM PROGRAM REPEAT 

0 cp 

INER PRESET 

ME 

m 


G 3> 


5 C 


O c 


IK ， 

TROLI 


ro 

ER RC-4 


数字ポタン 

10 KEY を押した後、約10秒間 
数字ボタンとして働きます。 

CD プレーヤー、 MD レコーダー、 
CD レコーダーの選曲に使し)ます。 


ディスプレイポタン ( DISPLAY ) 

再生している機器の表示を切り換えます。 
( テープデッキは除く） 

DVD プレーヤー操作ポタン 

T0PMENU : DVD ソフトの最上層の 
メニュ ー し^0 

MENU : DVD のメニユー画面を 
表爪します〇 

RETURN :初期設定画面やメニュ 
一画面が表示されてい 
るときに押すと、1つ 
前の項目に戻ります。 
DVDSETUP :セットアップを始める 
ときに押します。 

ENTER :決定項目を選択すると 
きに押します。 

決定項目を選択すると 
き、 カーソルを上下左 
右に動かします。 

U ピートポタン ( REPEAT ) 

くり返し再生をするときに使用 
します。 


!◄◄/►>! ポタン 

DVD / CD / MD / CDR の曲の頭出し 
をします。 

-プログラムポタン ( PROGRAM ) 

プログラム、メモリーを始める 
ときに使用します。 


• 各機能については、それぞれの取扱説明書をご覧ください。 


青し、ボ'タン （1 〜9、10、10/0、 PLAY 、 ANGLE 、 AUDIO 、 SUBTITLE 、 SEARCH ) は、 
10 KEY を押した後約 10 秒間はボタンの下の文字の機能が働きます。 
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ホームシアターとは 


■ ホームシアターで楽しもう 

巳 ASE - V 15 X は音の立体感、移動感を表現し、ご家庭で簡単に劇場やコンサートホールさながらの臨場 
感あふれるサウンドをお楽しみいただけます。 （5. 1 ch サラウンド再生） 

サテライトスピーカーはすべて同じ性能です。2本をフロントスピーカー(し R )、 2本をサラウンドス 
ピーカー(し R ) として使用します。 

DVD はディスクの記録の方法によりますが、 DTS やドルビーデジタル再生で、テレビや MD の再生も 
オンキヨー独自の DSP サラウンドをお楽しみいただけます。（暖斗〇ページ） 


フロン トスピーカー (ST-V1 5XM) 

総合的に音声を出力します。 5.1 ch で柱となり、音場 
をしっかりと整える役割を果します。音楽や映画を鑑 
賞する位置と姿勢で、視聴者の耳に向くように配置し 
てください。左右対象が理想です。 


1/3- 


センタースピーカー 
(ST-V15XC) 

しっかりとした音声を 
出力し、音場を引き締 
めます。映画ではとく 
にセリフが出力されま 
す。できるだけ画面の 
近くで、視聴者の耳に 
向くように配置してく 
ださい。左右フロント 
スピーカーとなるべく 
同じ高さになるように 
配置してください。 


サブウーファー 
|/(SWA-V15X) 

低音のみを出力します。部屋 
のすみ、または部屋の1/3の 
位置に配置します。 



サラウンドスピーカー (ST-V15XM) 

臨場感を持たせる役割を果たします。効果音など 
で音の立体的な動きを表現します。視聴位置の横 
または後斜めに配置します。左右対象で視聴者の 
耳より1 m 高い位置が理想です。 


上記の例の通りでなくても「スピーカーの距離を設定する」（ぼ66ページ）を行うことで、それぞれのスピー 
カーから音が届く時間を一定にし、最適なサラウンド再生をお楽しみいただくことができます。また、各ス 
ピーカーからの音量レベルをお好みに調節することもできます。（ぼ67ページ） 

すべての接続が完了してから行ってください。 

ご注意 

サテライトスピーカーを設置する際には、机やラックの端に置かないようにしてください。落ちたり、倒れた 
りして、ケガの原因となることがあります。 
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接続をする 


■ 接続の流れ 



① AV コント□—ラー ( PR -155 AX ) とサブウーファー ( SWA - V 15 X ) の接続 (24 ページ） 

② サブウーファー ( SWA - V 15 X ) とセンタースピーカー ( ST - V 15 XC )、 サテライトスピーカー ( ST - 
VI 5 XM ) の接続 (25 ぺージ） 

©お手持ちの DVD プレーヤー、 MD レコーダー、 CD レコーダーなどを 5.1 ch で再生するには、 AV コ 
ントローラー ( PR -1 55 AX ) との接続が必要です。 （26 〜29ページ） 

ご注意 

PR -1 55 AX に映像端子はありません。 DVD プレーヤーやビデオデッキの映像出力は、直接テレビに接 
続してください。 


■ 接続の前に 

• コードのブラグはしっかりと奥まで差し込んでください。 

接続が不完全ですと、雑音や動作不良の原因になります。 

• オーディオ用光デジタルケーブルを使用するときは、折り曲げた 
り、きつく巻いたりしないでください。 

• DIGITAL INPUT 端子には、保護用キャップが取り付けられていま 
す。接続時は、このキャップを取り外してください。使用しない場 



合、キヤップは必ず元通りに取り付けておいてください。 

• すべての接続が完了してから、電源プラグをコンセントに差し込んでくだ 
さい。（隊35ぺージ） 
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接続をする 


① AV コント□ーラー (PR-1 55AX) と 
サブウーファー (SWA-V 1 5X) を接続する 





SWA - V 15 X MAIN IN 端子へ PR -1 55 AX PRE OUT 端子へ 

ご注意 

• SUBWOOFER CONTROL 端子に接続する際は、 
近くにある R I端子と間違えないように気をつけて 
ください。 


(紫 ） SUBWOOFER 


(紫 ） SUBWOOFER 


灰 SURRR 


(緑 ） CENTER 


(緑 ） CENTER 


(青 ） SURR L 


(青 ） SURRL 


(白 ） FRONT 


(赤 ） FRONTR 


I SUBWOOFER 
CONTROL 


(灰 ） SURR R v 


FRONT 


(白 ） FRONTl 


SUBWOOFER 

CONTROL 


(赤 ） FRONTR 
































②サブウーファー ( SWA - V 15 X ) とセンタースピーカー ( ST - V 15 XC )、 
サテライトスピーカー ( ST - V 15 XM ) を接続する 


接続をする 


■ スピーカーを 接続する前に 

① スピーカーコードのビニールカバーの 先を外します。 ©しん線をよじります。 


■左右フロント、センター、サラウンドスピーカーの接続 

ST - V 15 XC をセンタースピーカーとして、 ST - V 15 XM を左右フロントスピーカー、左右サラウンドス 
ピーカーとして使用します。 




スピーカー端子への接続方法 



©レパ’一をはなします。 



危険 

回路の故障を防ぐため、スピーカ 
ーコードのしん線のプラスとマイ 
ナスあるいは L / R を絶対に接触さ 
せないでください。 

N0 



•スピーカーのプラス （+) とサブウーファーのプラス （+) 、スピーカーのマイナス （一） とサブ 
ウーファーのマイナス （_) をそれぞれの色のついたスピーカーコードで接続します。 

•付属のスピーカーコードの色が入っている方をプラス （+) 側に接続してください。 

•プラス （+) とマイナス（一 ） を間違って接続したり、左右のスピーカーを間違えて接続すると、音 
声が不自然になりますのでご注意ください。 
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接続をする _ _③ AV コント□—ラ-^ ( PR -1 55 AX ) _と外部機器を接続する_ 

■ DVD プレーヤーまたは CD プレーヤーの接続 

2チャンネルの DVD プレーヤー （ DV - S 155 X など）または CD プレーヤー （ C -701 A な 

ど）と接続する場合 （下図は別売りのオンキヨー製品との接続例です。） 

光デジタルケーブルで、 PR -155 AX の DIGITAL INPUT ( OPTICAL ) DVD / CD 端子と2チャンネル 
DVD プレーヤーや CD プレーヤーの光出力端子を接続します。 

オンキヨー製品と連動させる、または DVD の音声をアナログ録音する場合は、オーディオ用ピン 
コードで PR -1 55 AX の DVD/CD 2 CH INPUT 端子®と、2チヤンネル DV □プレーヤーや CD プレー 
ヤーの音声出力端子を接続します。 



アナログマルチチャンネル再生に対応した DVD プレーヤー （ DV - SP 1 55など）と接続する場合 

デジタル インプット オプティカル 

光デジタルケーブルで、 PR -155 AX の DIGITAL INPUT ( OPTICAL ) DVD / CD 端子と DVD プレー 
ヤーの光出力端子を接続します。オーディオ用ビンコードまたはアナログマルチチャンネル接続コード 

マルチチャンネルインプット 

で PR -155 AX の MULTI CH INPUT 端子と DVD プレーヤーのマルチ音声出力端子を接続します。 
( DVD オーディオやスーパーオーディオ CD はアナログ音声のみ出力されます。必ずアナログ接続、デ 
ジタル接続の両方を行ってください。）マルチチャンネル出力設定を変更する必要があります。 (^37 
ページ） 
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③ AV コント□—ラー （ PR -155 AX ) と外部機器を接続する 


接続をする 


■MD レコーダーの 接続 

(下園よ別売りのオンキヨー製品との接続例踩。 ） 

才ーディオ用ビンコードで PR -1 55 AX の MD IN 端子⑥と、 MD レコーダーの音声出力端子を接続します。 
オーディオ用ビンコードで PR -1 55 AX の MD OUT 端子©と、 MD レコーダーの音声入力端子を接続し 
ます。 

MD は2チヤンネルで記録されているため、デジタル接続をしてもドルビーデジタルなどの音声はお楽 
しみいただけません。また、アナログ接続のみでもドルビープ□ロジック II などのサラウンド効果がお 
楽しみいただけます。 CD プレーヤーなどから MD レコー ダーへデジタル録音するには、この接続に加え 
て CD プレーヤーと MD レコー ダーを直接デジタル接続してください。 



■ CD レコーダー、テープデッキ、ビデオデッキの接続 

CD レコーダー、テープデッキ、ビデオデッキなどの音声入出力端子を接続することができます。ビデ 
オデッキなどの映像出力は直接テレビに接続してください。 

(下図は別売りのオンキヨー製品との接続例です。） 

オーディオ用ビンコードで PR -1 55 AX の CDR / TAPE / TV/VIDEO IN 端子と接続する機器の音声出力 
端子を接続します。 

録音機器を接続する場合は、オーディオ用ピンコードで PR -1 55 AX の CDR / TAPE / TV/VIDEO 
OUT 端子と接続する機器の音声入力端子を接続します。 

• CD - R や CD 、 カセットテープは2チヤンネルで記録されているため、デジタル接続をしてもドルビー 
デジタルなどの音声はお楽しみいただけません。また、アナログ接続のみでもドルビープ□ロジック 
II などのサラウンド効果がお楽しみいただけます。 0 p 

• 端子付きのオンキヨー製品でシステム接続する場合は、入力表示 ( INPUT ) をそれぞれに切り換 

えてください。（隊36ページ） 







接続をする 


③ AV コント□ーラー （ PR -155 AX ) と外部機器を接続する 


■ テレビの音をサラウンドで聞く接続 

光デジタルケーブルで PR -155 AX の DIGITALINPUT ( OPTICAL ) 2 (TV RI ) 端子とテレビのデジ 
タル音声出力端子を接続します。 

テレビにデジタル音声出力端子がない場合は、オーディオ用ビンコードで PR -1 55 AX の CDR / TAPE / 
TV/VIDEO 端子と、テレビの音声出力端子を接続します。 

• テレビに音声出力端子がないときは、ビデオデッキの音声出力端子と PR -1 55 AX の CDR / TAPE / 
TV/VIDEO IN 端子を接続してください。ビデオデッキに内蔵されているチューナーからテレビの音 
声をお楽しみいただけます。 


PR -155 AX 
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③ AV コント□—ラー （ PR -155 AX ) と外部機器を接続する 


接続をする 


■ その他のデジタル機器の接続 

デジタル音声出力端子のあるパソコンやゲーム機などを接続することができます。 

光デジタルケープルで PR -155 AX の DIGITAL INPUT ( OPTICAL ) 1端子と接続します。 

分 

• DIGITAL INPUT ( OPTICAL ) 2 (TV Rl ) 端子に接続することもできます。 

ただし、36ページで CDR 、 TAPE 、 TV 、 VIDEO の入力表示を 「 TV 」 に設定すると、この端子は TV 専用 
になるため、使用できません。 

• 接続する機器のデジタル音声出力設定を確認してください。 d 

DVD 対応のゲーム機など、機器によってはドルビーデジタル信号や DTS 信号の出力設定が〇 FF になってい 
ることがあります。 

• パソコンに光デジタル出力端子がない場合は、オーディオプロセッサーなどを使うと、デジタル接続ができ 
よ9 〇 



パソコン 
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接続をする 


③ AV コント□—ラー （ PR -155 AX ) と外部機器を接続する 


■ システム機能について 

INTEC 155シリーズの組み合わせで FJI ケーブル、オーディオ用ビンコードを接続すると、次のシステ 
ム機能を使うことができます。 FJI ケーブルとは、オンキヨーのシステム動作用ケーブルです。 

INTEC 155シリーズの DVD プレーヤー、 CD プレーヤー、 MD レコーダー、 CD レコーダーと接続する 

+日ム 


システム接続のしかた 


f 本取扱説明書23〜29ページをご覧くだ1 

( INTEC 1 55シリーズの接続） 


卜、。_ _ 1 


才一トパワーオン 

本機に接続されている機器の電源を入れたり、再生を始めると、本機の電源が自動的に入ります。 
また、本機の電源を入、切すると接続されている機器全体の電源が入ったり、切れたりします。 


/ダイレクトチェンジ 

本機に接続されている機器を再生すると、本機の入力が自動的に切り換わります。 


リモコン操作 

本機に付属のリモコンで各機器を操作す 
ることができます0 _ 


f 詳しくは本取扱説明書21ページをご覧 
I くださぃ。_ 》 


’タイマー操作 

本機でタイマー時間を設定し、タイマー 
操作や、タイマー録音ができます。 


f 詳しくは本取扱説明書の54〜61ベー 
I ジをご覧ください。 _^ 


CD ダビング※ 

CD プレーヤーと MD レコーダー、 CD レ 
コーダーの組み合わせで便利な CD ダビン 
. フがワンタッチで仃;1ます。_ 


トラック指定 CD ダビング※ 

再生トラックを指定して CD プレーヤーか 
ら MD レコーダー、 CD レコーダー への録 
音がワンタッチで行えます。_ 


CD シンクロ録音※ 

MD レコーダー または CD レコーダー を録 
音待機状態にしておけば CD プレーヤーの 
プレイ操作のみで録音が自動的に始まり 
ます。 

V _ _ 



[ 詳しくは MD レコーダー、 CD レコー 
I ダーの取扱説明書をご覧ください。 

※ DV-?l 55 X ( DVD プレーヤー : SYSTEM 
MODE スイッチが「1」側のとき）は、 
CD ダビング、トラック指定 CD ダビング、 
アナログ入力での CD シンク□録音ができ 


ます。 


DV - SP 155、 DV - S 155 の場合、 CD ダ 


ビング、トラック指定 CD ダビング、 CD シ 


ンク□録音はできません。 


• 接続が正しくないと各機能は働きません。23〜29ページを参照しながらオーディオ用ピンコード、 
RI ケーブルを正しく接続してください。 

• システム機能については、各機器の取扱説明書もあわせてご覧ください。 
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■ 


■ケーブルの接続 


接続をする 


■ ケーブルの接続 

a _端子付きオンキヨー製品でシステムアップした場合、システム機能を使うことができます。（本機に 
は F ? ■ケーブルは付属していません。 INTEC 1 55シリーズの各機器に付属している A ■ケーブルをご使 
用ください。） 

• 操作は本機に付属のリモコンを使用します。 PR -1 55 AX のリモコン受光部にリモコンを向けて操作 
してください。 

• 使用できるシステム機能については、各機器の取扱説明書をご参照ください。 

(例） 


PR-1 55AX(AV コント ローラー ) 



• 端子は A I 端子付き製品と組み合わせてご使用ください。 

• A I 端子が2つある場合、2つの端子の働きは同じです。どちらにでもつなげます。 

• 端子の接続だけではシステムとして働きません。オーディオ用ピンコードも正しく接続してくだ 
さい0 
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接続をする 


PR -155 AX MD レコーダーなど DVD プレーヤーなど テレビ 

32 


■ m オーディオコント□ール端子付きテレビとの連動について 

PR -1 55 AX は AI 端子を持つテレビと接続すると、次のような動作が可能になります。 

テレビの電源を入れると PR -1 55 AX も自動的に電源が入り、入力が切り換わります。 

このとき、テレビの音は消え、 PR -155 AX に接続されたスピーカーから音が出ます。また、テレビの 
電源を切る（スタンバイにする）と、 PR -155 AX もスタンバイ状態になります。ただし、 PR -155 AX 
で他の入力を選んでいる場合は、スタンノ（イ状態にはなりません。 

•テレビに付属のリモコンで PR -155 AX の音量調整、ミューティング（消音）ができます。 

• PR -155 AX をスタンバイ状態にすると、テレビの音が復帰し、テレビに付属のリモコンでテレビ側 
の機能（音量、消音）をコント□—ルできるようになります。 



R ■端子 


設定のしかた 

36ページを参照して設定を行ってください。 

1. PR -155 AX の電源を入れる。 

インプット 

2. PR -155 AX の INPUT ボタンを（くり返し）押し、 「 CDR 」 を表示させる。 

3. MEMORY ボタンを押し 、 「NAME SELJ を表示させる。 

4. MULTI JOG ダイヤルを回し、 「 TV 」 を選ぶ。 

5. MULTI JOG ダイヤルを押す。 

他のオンキヨー製品を接続する場合は、ケーブルで RI 端子どうしをつないでください。 
FII 端子が2つある製品の場合、2つの働きは同じですのでどちらにでもつなげます。 









アンテナを接続する 


接続をする 


■室内アンテナの接続 

付属の FM、AM 室内アンテナをつなぐ 

FM 室内アンテナ 




FM 室内アンテナについて 

電波の強い地域では、付属の FM 室内アンテナで 
放送を聞くことができます。放送を聞きながらひ 
ずみや雑音の最も少ない位置に押しピンなどを 
使ってアンテナの端を固定してください。 

室内アンテナで安定した受信ができないときは、 
屋外アンテナを設置して接続してください。 


AM アンテナコードのつなぎかた 



アンテナ端子の アンテナコード 指をはなすとレバー 

レバーを押す の先を差し込む が元の位置に戻る 


ご注意 

雑音の原因になりますので、 AM 室内アンテナは 
本機、パソコン、テレビ、接続コードからできる 
だけ離して設置してください。 

AM 室内アンテナについて 

良好な受信状態になるように設置場所を変えた 
り、左右に回して調整してください。 
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接続をする 


アンテナを接続する 


■屋外アンテナの接続 

FM 、 AM 屋外アンテナをつなぐ 

FM 屋外 付属の AM 室内 AM 屋外 

アンテナ アンテナ アンテナ 



アンテナ 

アダプター 

(市販） 


AM 屋外アンテナについて 

鉄筋住宅などで AM 室内アンテナだけでは受信状 
態が悪いときは、 5 m 以上のビニール被覆線を窓 
ぎわや屋外にはってください。 

ご注意 

AM 屋外アンテナを接続するときも、必ず AM 室 
内アンテナを接続しておいてください。 


FM 屋外アンテナについて 

市販のアンテナアダプターを使用して、上図のよう 
に接続します。 

•建物の陰にならず、 FM 放送電波が直接受信で 
きる所に設置してください。 

• 自動車のエンジンによる雑音を避けるため、道路 
からできるだけ離れたところに設置してくださ 
い0 


ご注意 

■ 

△送電線の近くは危険ですので絶対に設置しないでください。 

• アンテナエ事には技術と経験が必要ですので販売店にご相談ください。 
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電源を入れる 


スタンパイオン 

STANDBY/ON 

ポタン 


■ 電源を入れる 


家庭用電源 
コンセント 



アース側 


目印線側 

目印線側を、家庭用電源 
コンセントの溝の長い方 
(アース働へ差し込む。 


MD レコーダーや CD レコーダーは、熱の影響を受けやすいので、 PR -155 AX の上に置かなし、 
_ でください。 


■電源コードを接続する 

すべての接続が完了していることを確認してください。 

本機の電源を入れると、瞬間的に大きな電流が流れる場合がありますので、コンピューターなど繊細な 
機器とは別系統のコンセントに接続することをおすすめいたします。 

よりよい音で聞いていただくために 

本機の電源コードは極性の管理がされています。電源コードの片側に目印線の入っている側を家庭用電 
源コンセントの溝の長い方に合わせて差し込んでください。家庭用電源コンセントの溝の長さが同じ場 
合は、どちらを接続してもかまいません。 SWA - V 15 X 、 PR -155 AX の電源コードを接続します。 
例： 


リモコンのボタンは で表示しています。 




OSTANDBY 
(!) STANDBY/ON 




PR -155 AX 


リモコン 


PR - 1 55 AX またはリモコンの 
STANDBY / ON ポタンを押す 

PR -1 55 AX の表示部が点灯し、サブウーファー 
( SWA - V 15 X ) の POWER (パワ ー) インジケー 
ターが点灯します。 
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初期設定をする 


■入力表示を切り換える -コ ^ 

オンキヨーの端子付き製品を DVD / CD 端子、 CDR / TAPE / TV / VIDEO 端子のし、ずれかに接続 
した場合、システム動作を正しく行うために入力表示を切り換える必要があります。 



•例： 「 CDR 」 から 「 TAPE 」 に入力を切り換える場合 


wgm 

/ ///_>- 

INPUT ボタンを押し、現在の入力を表示 
させる 

現在の入力 「 CDR 」 が表示部に表示されます。 

2 

MEMORY 

V 

證 f 

MEMORY ポタンを押して、入力選択 
表?] rl しする 

1秒間 「 NAMESEL 」 と表示します。 

3 

咖 MULTI JOG^+H 

PUSH TO ENTER 

T 曙 

MULTI JOG ダイヤルを回し、接続した機 
器を選ぶ 

-1 この場合は 「 TAPE 」 を選びます。 

」 CDR^-^TAPE^n 

DVD—DVD M, In—CD または | wincn ~ | 

丰 ♦ k VIDEO …※一 

4 

« MULTI JOG^+H 

MULTI JOG ダイヤルを押す 

「 COMPLETE 」 が表示され、入力の切り換えが 

PUSH TO E\^ >-S 

ぃ...……….. 

※ス*表示を ITVJ にした場合、 DI&TAL INPUT 

2 (TV RI ) 端子は TV 用入力端子になります。 







































初期設定をする 


■ マルチチャンネル音声出力設定 

オンキヨー製 DV - SP 1 55のような、 DVD オーディオやスーパーオーディオ CD のマルチチャンネル音 
声に対応している DVD プレーヤーをアナログマルチチャンネル接続した場合、 PR -1 55 AX のマルチ 
チヤンネル出力設定をする必要があります。 



DVD M , In に設定しているときは、使用状況によって、リモコンの MODE ボタンで以下の切り換えが 
でぎます。 

Auto :デジタル信号を優先して再生しますが、デジタル信号が入力されていないときは、アナログマ 
ルチチャンネルを再生します。デジタル、アナログマルチチャンネル接続の両方をしている必 
要があります。 

Multi :マルチチャンネル音声を再生するときに選びます。デジタル信号が入力されてもアナログマル 
チチャンネルを再生します。 
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映画 • 音楽を鑑賞する 



リモコンのポタンは M で表示しています。 

7 input PR -155 AX または U モコンの INPUTJtt 

^ タンを（くり返し)押して、再生する機 

器を 選ぶ 

PR -155 AXX ^ リモコン36ぺージの設定によって表示される内容は異な 

ります。 

DVD: DIGITAL INPUT DVD / CD 端子または DVD/CD 2 CH L / R 端子（アナログ）に接続さ 
れた機器_ 

DVD M. In: DVD/CD MULTI CH INPUT 端子（アナログ 5_1 ch ) に接続された機器 
CD : DIGITAL INPUT DVD / CD 端子または DVD/CD 2 CH L / R 端子（アナロ 

グ）に接続された機器 

CDR: CDR / TAPE / TV / VIDEO 端子に接続された機器 

TAPE : CDR / TAPE / TV / VIDEO 端子に接続された機器 

TV : DIGITAL INPUT 2 (TV RI ) 端子または CDR / TAPE / TV / VIDEO 端子に 

^ 接続された機器 

VIDEO : CDR / TAPE / TV / VIDEO 端子に接続された機器 

MD : MD 端子に接続された機器 
DIG1: DIGITAL INPUT 1端子に接続された機器 

DIG2: DIGITALINPUT 2端子に接続された機器（入力表示を 「 CDR 」 から 「 TV 」 に切り換 
えると 、 DIGITAL INPUT 2端子は 「 TV 」 専用となるため、 「 DIG 2」 は表示されませ 
ん〇 ) 

FM :内蔵の FM ラジオ 
AM :内蔵の AM ラジオ 


選んだ機器の再生を始める 
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映画 • 音楽を鑑賞する 



■ 音量を調整する 




本体の MASTER V 〇 LUME ツマミまたは 
リモコンの VOLUMEA / ▼ボタンで音量 
を調整する 

音量は基本的に Min .1.2 …… 98-99 - Max の 
範囲で調整できます。 


■一時的に音量を小さくする 



■へッドホンで聞く 



PHONES (へッドホン)端子にステレオミニブラ 
グのへッドホンを接続します。接続するときは、 
音量を下げてください。 

自動的にステレオになり、 SWA - V 15 X の電源は 
切れますが、へッドホンで聞こえます。 


■ 表示部の明るさを変える… DIMMER 機能 


DIMMER 



DIMMER ポタンを押す 

押すたびに表示部の明るさが3段階に切り換わります。 
「■►ふつつ- ■►やや暗い-■►暗い-] 
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サラウンドモードを楽しむ 


■サラウンドモードについて 

本機のサラウンド再生によって、お部屋にいながら映画館やコンサートホールなどの臨場感あふれる雰 
囲気を味わっていただけます。 

最適なサラウンド再生をお楽しみいただくためには、スピーカーの設定を行う必要があります。（隊66 
ページ)本機には以下のサラウンドモードがあります。 


次のイラストは、そのサラウンドモード時に 

出力されるスピーカ- 

表します。 

左フロント 

センター 

右フロント 

スピーカー 

向 


■ / ■ サブウーファー 



印 

左サラウンド 


右サラウンド 

スピーカー 


スピーカー 


ステレオ 

STEREO ン 

左右フロントスピーカーとサブウーファーから出 
力されます。 


ドルビー デジタル 

DOLBY DIGITAL/ 

デジタル シアター システム 

DTS (Digital Theater System)/ 

MPEG-2 AAC : ■ン 

劇場やコンサ_トホールさながらの臨場感あふれ 
るサウンドが体験できるサラウンドモードです。 
DOLBY DIGITAL は、并觀マーク、 DTS は_ 
マークのついた DVD 、 LD 、 CD などの再生時に 
楽しむことができます。 MPEG -2 AAC は、巳 S 
デジタル、地上デジタル放送で採用されている音 
声フオーマツトです。この方式のソースの再生時 
に楽しむことができます。 


ドルビー プロ ロジック 

DOLBY PRO LOGIC H : ■:， 

@画に最適な Movie モードと音楽再生に最適な 
Music モードの2つのモードが選択できます。 
Movie モードでは、従来モノラルで帯域の狭かつ 
たサラウンドチヤンネルがステレオ再生になり、 
より移動感のある再生が楽しめます。また、 
Music モードでは、2チヤンネルの音楽に対して 
も自然な音場感をサラウンドチヤンネルより再生 
します 。 DOLBY PRO LOGIC n は、 □□i dolbysurr °^°] 
マークのついた VHS や DVD ビデオ、または一部 
のテレビ番組再生時に楽しむことができます。ま 
た、 Music モードは CD などのステレオ音楽やラ 
イブを記録した DVD にも適しています。 


オンキヨー独自のサラウンドモード (DSP) 

アナログまたは PCM 信号を再生するときは、才 
ンキヨー独自のサラウンドモードを楽しむことが 
できます。 

HALL 

クラッシックやオペラに適したモード。 

センターチャンネルをカットするとともに、音声 
イメージが全体に広がるようなサラウンド感を強 
調。大きなホールで聞いているような自然な響き 
が楽しめます。 

LIVE :■ン 

アコースティックやボーカル、ジャズなどに適し 
たモード。フロントの音場イメージを重視するこ 
とで、あたかもステージの前で聞いているような 
音場イメージをつくります。 

STUDIO : ■ン 

ロック、ポピュラーミュージックなどに適した 
モード。パワフルな音響イメージを再現した臨場 
感あふれるサウンドは、あなたをあたかもクラブ 
八ウスにいるような気分にするでしょう。 

DRAMA :-ン 

テレビ放送のドラマに適したモード。自然に臨場 
感を高めます。すべてのサラウンド音声を強調 
し、会話音声を明瞭にします。 

オールチャンネルステレオ 

ALLCH ST 

巳 GM として音楽をかける時に便利なモード。 
すべてのスピーカーからステレオ音声で再生され 
ます。サラウンドスピーカーもフロントス ピー 
カーと同じ音が出て迫力ある音場をお楽しみいた 
だけます。 


FULL MONO :_ン 

すべてのスピーカーからモノラ)レ音声で再生され 
ます。どの場所にいても同様に音楽を聞くことがで 
ぎます。 
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サラウンドモードを楽しむ 


■サラウンドモードを切り換える 


入力信号インジケーターサラウンドモードインジケーター 

I I 



ONKYO AV CONTROLLER 


AAC PCM ロロ DtGITAL DTS I 

I 〇 〇 〇 〇 I 


◎ ◎ ◎ 


I PR 輕场 


■ 圓 ■ 


o ^ o 


リモコンのボタンは M で表示しています。 


PR -155 AX 



リモコン 



PR -155 AX またはリモコンの INPUT ボ 
タンを押して、再生する機器を選ぶ 

表示部に再生する機器、サラウンドインジケー 
ターにはサラウンドモードが表示されます。 



再生する機器 


選んだ機器を再生する 




PR -155 AX またはリモコンの 
SURROUND ボタンを押して、サラウンド 
モードを選ぶ 


ボタンを押すたびに、モードが切り換わります。 
選べるモードは入力される信号の種類によって異 


なります。（次ページをご覧ください。 


入力されてぃる- 


ヂざ茨^ 〇還=：|——選択されている 


デジタル信号 
(オレンジ） 
p 7 ナ□グ時は点灯) 
I しません。 J 


サラウンドモード 
(緑） 


DOLBY DIGITAL のソフトを STEREO で聞く場合 


• DOLBY DIGITAL を 「 D 〇 LBY D 」 で聞くとき、 DTS ソースを 「 DTS 」 で聞くとき、 
AAC ソースを 「 AAC 」、「 MAIN + SUB 」、「 MAIN 」、「 SUB 」 で聞くときは、サラウンド 
モー ドインジケーターは点灯しません。 

• マルチチャンネル音声再生時は、サラウンドモードは切り換えられません。 
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サラウンドモードを楽しむ 


入力される信号と対応するサラウンドモード 


信号の種類 

ANALOG/PCM 

DOLBY 

DTS 

エムペグ 

MPEG-2 AAC 

2/0 以外 | 2/0 

1+1| 2/0 | それ以外 

^ソー处なる 
サラヶノド科 

カセツト 、 CD 
ビデオ、ラジオ 

DVD ビデオ 

DVD ビデオ 
LD、CD 

巳 S デジタル放送 
地上デジタル放送 

STEREO 

參 

參 

• 

• 


參 

參 

プロロジック n ムービー 

PL II MOVIE 

參 


• 



參 


プロロジック n ミュージック 

PL II MUSIC 

參 


• 



參 


ドルビーデジタル 

DO し BY D 


• 






DTS 




• 




AAC 







參 

m メ AIKi + sUb 





• 



MAIN (主音声） 





參 



SUB (副音声） 





• 



HALL ( DSP ) 

參 







LIVE ( DSP ) 

參 







STUDIO ( DSP ) 

參 







DRAMA ( DSP ) 

參 







オールチヤンネルステレオ 

ALL CH ST ( DSP ) 

參 







FULL MONO ( DSP ) 

參 








MgSkHz のサンプリングレートで記録された PCM ソースは STEREO のみの再生となります。 

• 再生するソースが AM 放送や TV などでモノラル音源のときに、サラウンドを PL II MOVE または PL 
II MUSIC にすると、センタースピーカーに再生音が集中することがあります。モノラル音源でサラ 
ウンド効果を得るには、他のサラウンドモードでお楽しみください。 

• マルチチャンネル音声を再生しているときは、サラウンドモードは切り換えられません。 

•巳 S デジタル放送、地上デジタル放送の音声多重信号 （1 + 1) では、 SURROUND ボタンを押すと 
主音声と副音声を切り換えることができます。 
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サラウンドモードを楽しむ 




PR -155 AX の MULTI j 6 g ダイヤルを押すたびに、表示 
部が次のように切り換わります （しばらくすると始めの表示 
に戻ります） 

音声信号がアナログの時： 再生するソースと音量►サラウンドモード 

音声信号が PCM の時： 

サンプリング 

r — 再生するソースと音量サラウンドモード周波数一！ 


サンプリング フリーケンシー 

(Sampling Frequency の意味） 


サンプリング周波数 


音声信号が DOLBY DIGITAL 、 DTS 、 AAC の時： 

厂 ►再生するソ _ スと音量 一 ►サラウンド モ _ ドー►フ オー マツト 5 ^ 


* フォーマット表示の意味は次のようになっています。 

入カソースの信号が DOLBY DIGITAL 、 A ： 入力信号に含まれているフロントチャンネルの数を表します 0 

DTS の場合_ 3 :左フロント、センター、右フロントスピーカーの3 

•V / ■/ : チャンネル 

- /? __ T //( . r . ；_ 2 :左フロント、右フロントスピーカーの2チャンネル 

abC 1:モノラル （ 1チャンネル） 

B ： 言号に含まれてし、るサラウンドチャンネルの数を表します。 

= ソ-スの信号か AAC で副音声かある 2 ； 左サラウンド、右サラウンドスピーカ-の2チャンネル 

_ 1:モノラル （1 チャンネル） 

l i + i 0 :なし 

C ： 入力信号に含まれている LFE (低域効果音 : Low Frequency 
Effect ) のありなしを表します。 

1: LFE あり（サブウーファーの効果が大きい） 

: LFE なし（サブウーファーの効果が小さい） 

例えば、「3/2.1」と表示された場合は、フロント3チャンネルとサラウンド2チャンネル、それに LFE 
がそれぞれ独立して記録されたソースで、 5.1 チヤンネルソースであることを表わしています。 


入カソースの信号が AAC で副音声がある 
場合 















サラウンドモードを楽しむ 


■ 一時的に各スピーカーレベルを調整する 

再生中、一時的に各スピーカーのレベルをお好みに調整することが 
でぎます。 

• サブウーファー ( SWA - V 15 X ) の設定は45ぺージをご覧ください。 

• この設定は、 PR -1 55 AX をスタンバイ状態にすると解除されます。 

• マルチチヤンネル再生時は、スタンバイ状態にしてもこの調整内容 
を記憶しています。 


MD_ _ LATE NIGHT 

m m m G- 

' CD/DVD 9 SW ^CT RL 

mmm O 

+10 10 /0 PLAY 
TOP MENU MENU 

1 

h © 9 - 

MODE TEST TONE CH SEL 

ODG 

ANGLE AUDIO 


SUBTITLE 

(C + )) 『 STANDBY,.ON |] 

圆 NEL :說ニレ VOLUME 

0000 


レイト 

LATE 

ナイト 

NIGHT 

ポタン 

2 


1,3 



再生中にリモコンの CH ' SEL ポタンを押して、音量レべ 
ルを調整するスピーカーを選ぶ 

L : 左フロントスピーカー C : センタースピーカー R : 右フロントスピーカー 
SR : 右サラウンドスピーカー SL 左サラウンドスピーカー SW : サブウーファー 
化爪します。 


2 



リモコンの ▲/ ▼ポタンを押して、各 スピーカーの 音量レべ 
ルを調整する 

▲ポタンを押すと音量が上がり、▼ポタンを押すと下がります。 一1 2~+ 

12の範囲で設定できます。（サブウーファーは、一30〜+12の範囲で設 
定できます。） 



CH SEL ポタンを押す 

サブウーファーを選んでいるときに 、 CH SEL ポタンを押すと、通常の 
表爪に民ります。 


■レイトナイト機能について （DOLBY DIGITAL ソフト再生時のみ) 


ドルビーデジタル録音されたソフトを再生するとき、ダイナミックレンジ（音量の大小幅）を小さ 
くします。夜中などに音量を絞って映画を鑑賞するとき、小さな音も聞こえやすくなります。 
この機能は、本機をスタンバイ状態にすると解除されます。 

LATE NIGHT ポタンを押す 

押すたびに ON と OFF を切り換えることができます。 

ご注意 

•レイトナイト機能は、ドルビーデジタルソフトにのみ効果があります。 
•レイトナイト効果は、ドルビーデジタルソフトによって少なかった 
り、効果がない場合もあります。 
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サラウンドモードを楽しむ 


サブウ - ファ - レべル ] ントロ-ル 

SW LVL CTRL 
ポタン 


サブウ - ファ - レべルコントロ-ル 

SW LVL CTRL ポタン 


リモコンのボタンは M で表示しています。 


■ サブウーファーレベルを変える 

PR -1 55 AX またはリモコンでサブウーファー ( SWA - V 15 X ) の音量レベルを切り換えることができま 
す。この設定は、 PR -155 AX をスタンバイ状態にすると解除されます。 


广 



SWLVL CTRL 



PR -155 AX 


SWLVL CTRL 



リモコン 


SW LVL CTRL ポタンを押して、サブウーファーレベルを切 
り換える 

ボタンを押すたびに 

「►〇(お買し辻げ時の設定）+3 -►+6- 1 


のように3段階にレベルが切り換わります。 

リモコンの ▲/ ▼ボタンを押すか、 PR -1 55 AX の MULTI JOG ダイヤル 
を回すと、+12〜 一30 の間で1目盛りずつ切り換わります。 

•サブウーファーのレベルを「_30」にすると、サブウーファー 
( SWA - V 15 X ) からの音がごく小さくなります。 



OOOOC-KI 

oosi 履 

5 $§ 
ima 010 mmIla 


c 


€ 
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ラジオを聞く 


■オートチューニングをする （リモコン操作のみ） 

FM 放送の場合は、リモコンの TUNING ボタンをしばらく押してから手を 
放すと、自動的に周波数が上がり(下がり)放送局を受信します。 
(放送局は記憶しません） 


ラジオの放送局を記憶させるには、次の2通りの方法があります。 

•受信可能な FM 放送局を続けて受信し、自動的に記憶させるオートプリセットメモリー。 

•希望の放送局を受信し、希望のプリセットナンパーに記憶させるプリセットメモリー。 

ご注意 
—* 

電源コードを抜いたり停電状態が2週間以上続くと、プリセットされていた放送局や文字などは消える 
ことがあります。その場合は、再度プリセットしてください。 

■ 自動的に放送局を記憶させるオートプリセツトメモリー （ FM のみ） 





INPUT 



INPUT ポタンで FM を選ぶ 

表示部に “ FM と周波数”が表示されます。 


2 



“NAME IN " または “ PR WRITE " と表 
示するまで、 MEMORY ボタンを押し続 
ける 
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ジオを聞 < 




MUI_TI JOG ダイヤルを押して、オート 
プリセツトメモリーを始める 

“►參◄”が点滅し、周波数表示が出て放送局を探 
し始めます。 

•プリセツト番号は周波数の低い順から自動的 
に、最大20局まで放送局を記憶します。 

• FM の受信周波数は76.00〜108.00 MHz です 
が、 オートプ U セツトは76.00〜90.00 MHz 
の間で行います。 

• プリセツトした放送局に名前を付けることもで 
きます。（@63ページ） 


今までに記憶させたすべての放送局は、オートプ 
リセツトメモリーで記憶させた放送局に変更され 
ます。 


■オート/モノを切り換える（リモコン操作のみ) 
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ジオを聞 < 


■希望の放送局を受信し、記憶させるプリセツトメモリー 吧 

記憶させることのできる放送局は AM 、 FM 合わせて30局です。30局を越えると 、 "MEM FULIJ ’ 表示 
になり、それ以上は記憶できません。 



PR -155 AX の INPUT ポタンを（くり返 
し)押して、 FM または AM を選ぶ 



2 


プリセツト表示 


糾 MULTI J0G_w 



MULTI JOG ダイヤルを（くり返し)押 
して、周波数を表示させる 


周波数表示 























ラジオを聞 < 



咖 MULTI JOG 



PUSH TO ENTER 


MULTI JOG ダイヤルを回して、希望 
の放送局(周波数)を選ぶ 

MULTI JOG ダイヤルを左右に回すと周波数が変化 
します。 


左に回す：周波数が下がります。 
右に回す：周波数が上がります。 

珍 

• 放送局を受信すると表示部にチューンド表示“►籲◄”が点灯します。 

• 本機は TV の音声を受信することはできません。 



チューンド表示点灯 



点滅 


MEMORY ボタンを押す 

• “ MEM ”（ MEMORY 表示)が点灯し、プリセツ 
卜番号表示になります。 

ご注意 

MEMORY ボタンを押したあとに約10秒間次の 
操作をしなかった場合、元の周波数表示に戻りま 
す0 


5 

MULTI JOG>*H 

❹ 

PUSH TO ENTER 

+ 

MEMORY hm MULTI JOG 



プリセット番号を選び、記憶させる 

MULTI JOG ダイヤルを回して“--に希望のプ 

リセット番号を表示させます。 

•すでにプリセットされている番号は、表示の点 
減が早くなります。このとき、あらたにプリ 
セツトすると元の放送局は消去されます。 

• MEMORY ボタンまたは 、 MULTI JOG ダイ 
ヤルを押すと“ COMPLETE ” と表示され、手 
順3で選んだ放送局が記憶されます。 

•次の放送局をプリセットするには、手順 3 〜 5 
をくり返します。 

• プリセットした放送局に名前を付けることも 
できます。 （"3=63 ページ） 



以下の方法でも操作することができます。 

① 記憶させたい周波数を選んでから 、 "PR WRITE " と表示されるまで MEMORY ポタンを押し続ける。 

② MULTI JOG ダイヤルを押す。 

③ MULTI JOG ダイヤルを回してプリセツト番号を選び 、 MULTI JOG ダイヤルを押す。 
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ジオを聞 < 


プリセツトした放送局を聞く 




PR-155AX リモコン 


INPUT ポタンを（くり返し)押して 、 FM 
または AM を選ぶ 


2 


MULTI JOG MULTI JOG 



聞 f たい局のプリセット番号を選ぶ 

MULTI JOG ダイヤルを（くり返し)押し、プリ 
セット番号を表示させ、 MULTI JOG ダイヤルを 
回して希望のプリセット局を受信してください。 

リモコンで操作する場合 

10KEY ボタンを押した後、数字ボタンを押して 
希望のプリセット局を受信してください。 

または、ボタンを押して選局します。 

5 ： m 

12 ： rarara 
25 ： m m ct 

… +10 2 5 


• AM 放送を受信中にリモコン操作をすると、雑音が入ることがあります。 


プリセツトした放送局を消す 

memory timer •上記「プリセツトした放送局を聞く」の方法にしたがつて、消したし做送 

局を選びます。 _ 

• MEM&RY ボタンを押しながら、 TfMER ボタンを押します。 

プリセツト局表示が P -になり、消去されます。 





























現在時刻と曜日を合わせる 


■ 時刻合わせをする 

本書では24時間表示での設定方法を説明していますが、12時間表示に切り換えることもできます。 

ご注意 
^ —— 

•時計を合わせたあとで停電があったり、電源コードをコンセントから抜いた場合は、表示部が消灯し 
ます。この時は再度時刻を合わせてください。 

• 時計機能をご使用になる場合は、必ず本機の電源コードを常時通電している電源コンセントに接続し 
てください。 



電源が入った状態で操作します。 


PR -1 55 AX の TIMER ポタンを（くり返 
し)押して、 “ CLOCK ” を表示させる 

“ CLOCK ” が表示されたら 、 MULTI JOG ダイヤ 
ルを押します。 
















現在時刻と曜日を合わせる 


吻 MULTI JOG^*H 

O' 





MULTI JOG ダイヤルを回して、曜日を 
合わせる 

•希望の曜日が点滅しているときに 、 MULTI 
JOG ダイヤルを押します。 

曜日の表示は下記の通りです。 


SUN 

(日曜日） 

THU 

(木曜日) 

MON 

(月曜日） 

FRI 

(金曜日) 

TUE 

(火曜日) 

SAT 

(土曜日) 

WED 

(水曜日) 




MUI_TI JOG ダイヤルを回して、時計を 
合わせる 


時計をスタートさせる 

時報などに合わせて 、 MULTI JOG ダイヤルを押 
してください。入力表示に切り換わります。 


入力表示に切り換ります 


24時間表示/12時間表示を切り換えるには 

1 . PR -155 AX の" HMER ボタンを（くり返し)押して、 “24 H /12 H ” を表示させる。 

• 表示部に“ 24 H /12 H ” が表示されます。 

2 . MULTI JOG ダイヤルを押す。 

3 . MULTI JOG ダイヤルを回して 24 H (24 時間表示)または1 2 H (1 2時間表示)を選ぶ。 

4 . MUI_TI JOG ダイヤルを押し、決定する。 



































現在時刻を表示する 


リモコンの CLOCK ボタンを押します。 

アジヤスト 


時刻合わせがされていないと “ ADJUST ” を点滅表示します。時刻合わせをしてくださし、 


(暖51ぺージ） 


INKUI SLttP 
0)0 0 
10 KEY CLOCK D| SPLAY 

o 


SEARCH DIMMER 

Q ) m Q o 

1 COR/PC " SURROUNI 

Q Q B 


4 M S D 6 LOTENIGHT 

m m m O 

7 CD/DVD 9 洲ば RL 

m m m O 

. -I— +1010/0 PLAY 
TOP MENU MENU 

I 〇八②為〇 
lETURN 、/ ■へ „ ^/DVD SETUP 

o ^ o 


ク□ック 

CLOCK ポタン 


現在時刻を表示する 

電源が入っている場合 

リモコンの CLOCK ボタンを押すと曜日と時刻が 
表示されます。 

• 元の表示に戻す場合は、もう一度 CLOCK ボタ 
ンを押します。 

電源がスタンノ《イ状態の場合 

リモコンの CLOCK ボタンを押すと曜日と時刻が 
0 ■ "J LJ 表 7 J ^ されます0 

…"_…"…_ 時刻表示は、約8秒後に消灯します0 (節電状態） 


約8秒後消灯 


CLOCK 



CLOCK 



























タイマー機能を使う 


■ス U —プタイマー 

• 設定した時間がたつと、スタンバイ状態になります。 



スリープ 

SLEEP ポタン 


ス U —プ 

リモコンの SLEEP ポタンを押して、スタンバイ状態になるまでの時間を設定する 



「SLEEP 90」が表示され、90分後にスタンバイ 
状態になる設定になります。 

ボタンを押すたびに10分単位で設定時間が短く 
なります。 

•スリープタイマー設定中は、 SLEEP インジ 
ケーターが点灯します。 


残り時間を確かめるには 

スリープタイマーが予約されているときに SLEEP ボタンを押すとスタンバイ状態になるまでの残 
り時間が表示されます。 

ただし、残り時間が1◦分以下の表示のときに、再び SLEEP ボタンを押すとスリープタイマーは 
解除されます。 

スリープタイマーを解除するには 

「SLEEP OFF 」 と表示するまでくり返し SLEEP ボタンを押すか、一度スタンバイ状態にしてか 
ら再度電源を入れてください。 

珍 

「 C □ダビング」中にスリープタイマーの設定時間になった場合、 「 CD ダビング」が完了した後にス 
タンパイ状態になります。 
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タイマー機能を使う 


■タイマー予約について 


タイマー番号の選択 

タイマーは4つまで設定することができます。 

タイマーの種類 

• タイマー PLAY (再生）は設定した時間になると選択した機器が再生を始めます。 

• タイマー REC (録音）は設定した時間になると選択した機器の録音を始めます。 

(タイマー REC は PR -155 AX に接続した端子付きのオンキヨー製 MD レコーダーまたはテー 
プデッキに録音します。入力表示を正しく設定してください。） 

再生機器の設定 

AM 、 FM または PR -1 55 AX に接続しているタイマー機能のある外部機器が選択できます。 
タイマー REC (録音)は FM 、 AM から選択できます。 

曜日の設定 ヮンス エブリィ 

タイマーは1回だけ働く 「 ONCE タイマー」と毎週設定した曜日、時間に働く 「 EVERY タイ 
マー」があります。 ロリィディ 

また、 EVERY タイマーには 「EVERYDAY (毎日)」、「毎週月曜から金曜」や「毎週の土曜と日 
曙」など、連続した曜日を自由に設定することができます。 


例） 

タイマー 

TIMER 


TIMER 


TIMER 


毎朝の目覚ましがわりに 

タイマー PLAY (再生)一 EVERY—EVERYDAY (毎日)一7:00〜7:30 
毎週のラジオ放送を録音 

タイマー REC (録音)一 EVERY — M 0 N (月曜日）〜 SAT (土曜日)一15:1〇〜15:30 
今週の日曜だけラジオ放送を録音 

タイマー REC (録音)一 ONCE — SUN (日曜日) 一1 0:00〜12:0〇 


' タイマー再生中または録音中は、現在時刻や終了時刻などの設定を変更することはできません。 

• 現在時刻が設定されていないと、タイマー予約はできません。必ず時刻を合わせてください。 

' PR -155 AX に接続した機器のタイマーを予約するときは接続を確実に行ってください。接続が 
不完全ですとタイマー再生やタイマー録音はできません。 


タイマー表示について 


タイマーが1つでも設定されていると、 TIMER 表示が点灯しま 
す。 TIMER ボタンを（くり返し）押し、タイマーの種類を表示 
させた時に点灯していたら、設定されている状態です。 


同じ曜日にタイマー予約の時間が重なった場合 

• 開始時刻が早いタイマーが優先されます。 

• 開始時刻が同じ場合はタイマー番号が早い方が優先されます。 


TIMER 1 
TIMER 2 

TIMER 3 
TIMER 4 


9:00-10:00 
8:00 - 10:00 

12：00-13：00 

12:00-12:30 


優先(タイマー開始時刻が早い方） 
優先（タイマー番号が早い方） 






タイマー機能を使う 


■タイマーを予約する 

FM 、 AM のタイマー予約をするには、あらかじめ放送局をプリセットしておいてくださし、。 
(隊48ベージ） 

ご注意 

—* 

現在時刻が設定されていないと、タイマー予約はできません。 

設定中60秒間何も操作しなし)と通常の表示に戻ります。 




56 










タイマー機能を使う 


2 <タイマー種類の選択> 

MULTI JOG ►M … MULTI JOG … 



または 


MULTI J 〇 G ダイヤルを回して、タイ 

マー PLAY (再生)またはタイマー REC 
(録音)を選ぶ 

タイマーの種類が表示されたら MULTI JOG ダイ 
ヤルを押します。タイマー REC は接続したオンキ 
ヨー製 MD または TAPE に録音されます。 


3 <再生機器の選択> 



MULTI JOG ダイヤルを回して、再生す 
る機器を選ぶ 

再生する機器が表示されたら MULTI JOG ダイヤ 
ルを押します 。 DIGITAL 2は選べません。 
タイマー REC (録音)は FM または、 AM から選べ 
ます。 


FM または AM を選んだ場合 


MULTI JOG MULTI JOG 



MLLTI JOG ダイヤルを回して、プ U セツ 
卜番号を選ぶ 

プリセツト番号が表示されたら MU じ TI JOG ダイヤ 
ルを押します。 


<録音機器の選択> (タイマー REC 設定時のみ) 



MULTI JOG ダイヤルを回して、録音す 
る機器を選ぶ 

「 MD 」 または 「 TAPE 」、「 M □と TAPE 」 から 
選べます。接続している機器に合わせて選択して 
から、 MU 1 _TI JOG ダイヤルを押します。 

•「 TAPE 」 は36ページで入力表示を 「 TAPE 」 
にしているときのみ表示されます。 
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タイマー機能を使う 


4 


<曜日の設定> 



MULTI J 6》 ダィャルを回して' ,, ONCE " 

または “ EVERY " を選ぶ 

"ONCE "を選ぶと1度だけ、 " EVERY " を選ぶと 
毎週タイマーが働きます。 

選んだら MU じ Tl JOG ダイヤルを押します。 


“ ONCE ” の場合：設定した曜日に1度だけ働きます。 


MULTI JOG 





MULTI JOG ダイヤルを回して、曜日を選ぶ 

曜日を表示させたら MU じ n JOG ダイヤルを押します。 
曜日の表示は下記の通りです。 

MON (月曜日） FRI (金曜日） 

TUE (火曜日） SAT (土曜日） 

WED (水曜日） SUN (日曜日） 

THU (木曜日） 


“ EVERY ” の場合：設定した曜日に毎週働きます。 


MULTI JOG ダイヤルを回して、曜日を選ぶ 


曜日を表示させたら MU じ n JOG ダイヤルを押します。 


MON <=> TUE 0 WED 0 THU o FRI 
(月）（火）（水） （木）（金) 

# $ 


SUN<^DAYS SET ㊁ EVERYDA 丫 ㊁ SAT 


(日） 


_ 曜日の範囲を' 
お好みで設定 
します。 


(土） 


デイズ セツト 

「DAYS SET 」 を選んだ場合（連続した曜日の範囲をお好みで設定します。) 




① MU じ H JOG ダイヤルを回して、最初の曜 
日を選ぶ 

曜日を表示させたら MULTI JOG ダイヤルを押します。 


② MULTI JOG ダイヤルを回して、最後の曜 
日を選ぶ 



曜日を表示させたら MU 1 _TI JOG ダイヤルを押します。 


この場合、毎週火曜から日曜の設定した時間にタイ 
マーが働ぎます。 
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タイマー機能を使う 


5 く開始時刻の設定〉 



MULTI JOG ダイヤルを回して、タイ 

マー開始時刻を設定する 

時刻を表示させたら MUI_TI JOG ダイヤルを押し 
ます。 


• 開始時刻 ( ON ) を設定すると終了時刻 ( OFF ) は自動的に1時間後の表示なります。 

• MD レコーダーにタイマー録音するとき、開始後数秒間は録音されない場合がありますので録音 
開始時刻を1分程早めに設定してください。 


6 く終了時刻の設定〉 


m MULTI JOG MULTI JOG ►•H 



MULTI JOG ダイヤルを回して、タイ 
マー終了時刻を設定する 

時刻を表示させたら MU 1 _TI JOG ダイヤルを押しま 
す。 


/ <スタンパイにする> 


• STANDBY 
(!) STANDBY/ON 



電源をスタンバイ彳犬態にする 

STANDBY ボタンを押して電源をスタンバイ状 
態にします。 

• タイマー録音中はミューティングが働いてお 
り、サブウーファー ( SWA - V 15 X ) の電源は入 
りません。 

録音中の音を確認したい時は、 MUTING ボタ 
ンを押して解除するとサブウーファーの電源が 
入り音が聞こえます。 


• MD レコーダーにタイマー録音するときは、 MD の録音入力の設定は必ず 「Analog In 」 にし 
てください。 

•電源がスタンバイ状態以外の時には、タイマーの予約時刻になってもタイマー動作しません。夕 
イマ ー 動作させる時には、必ず電源をスタンバイ状態にしておいてください。 



タイマー予約をやり直したいときは… 

TIMER ボタンを押し、最初から設定してください。 
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タイマー機能を使う 


■ タイマーのオン(実行)/オフ(取消し）を切り換える 

• 予約したタイマーの実行を取り消したいとき、タイマーを再び実行させたいときに使います。 
•現在時刻が設定されていないとタイマー予約はできません。 



1 2 


本体のみの操作です。 



TIMER ポタンを（くり返し)押して、設 
定したいタイマーの番号を表示させる 

タイマー番号の上に “ TIMER " が点灯していた 
ら、オン(実行)で設定されている状態です。 


MULTI JOG ダイヤルを回して、オン(実 
行)/オフ(取消し)を切り換える 

切り換えると約2秒後にもとの表示に戻ります。 


















タイマー機能を使う 




TfGiR ポタンを（くり返し)押して、確 
認したいタイマーの番号を秦示させ、 

MULTI jSb ダイヤルを押す 

タイマー番号の上に“ TIMER ” が点灯していた 
ら、オン(実行)で設定されている状態です。 


MLLTI JOG ダイヤルを押して、次の内 
容を確認する 

押すたびに次の設定内容が確認できます。 

確認中 MUI_TI JOG ダイヤルを回して設定内容を 
変更することもできます。 

TIMER 設定が OFF になっている場合、設定内容 
を変更すると自動的にタイマー設定が ON になり 
ます。 




すべての項目を確認し、設定に変更がないともと 
の表示に戻ります。 

通常の表示にするには TIMER ボタンを押します。 



























録音する 


あなたが録音したものは、個人として楽しむほかは、著作権法上権利者に無断で使用できません。 

■ 録音する 

r a 


リモコンのポタンは で表示しています。 


インプツト 



INPUT ボタンを押して、録音する機器 
(再生側)を選ぶ 



PR -155 AX 


リモコン 


2 録音する機器（録音側）の準備をする 


• 録音機器を録音待機状態にします。 

• 録音レベルの調整は録音機器で行ってください。 

* 録音のしかたについては、録音機器の取扱説明書をご覧ください。 

3 録音を始める 

7で選んだ再生機器を再生します。 

ご注意 

•デジタル録音は再生機器のデジタル出力を録音機器のデジタル入力へ接続することが必 
C. 9 〇 

• 録音中に INPUT (入力)を切り換えないでくださし)。正しい録音ができません。 

オンキヨー製 R 〖端子付き製品でシステム録音をするときは 

• CD DUBBING 、 シンク□録音等のシステム録音を行うには、入力表示を正しく設定し 
てください。（暖36ページ） 

• DVD プレーヤーと組み合わせる場合、 CD - DUBBING 、 シンク□録音機能が働かない機 
種があります。その場合は、シグナルシンク□録音で録音してください。 


ooioioo_o 圓〇 

51 s 

3Ba,i 0 - 


3 SB$ 

=s Billa 


6 , 


7 
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文字を入れる 


■文字を登録する 

プリセツトメモリーした放送局ごとの 
愛称を好みの文字を使って8文字まで 
表示することができます。 

• 文字の種類は次の通りです。 

_ABCDEFGHI JKL 
MNOPQRSTUVWXYZ 
"■&()[] 氺 +，— ■/ = ? 
0123456789 

_はスペースを意味します。 



文字を入れたい放送局を選んでください。 


1,5 2-4 



ネーム イン 


“NAME IN ” と表示するまで MEMORY 
ポタンを押す 



マルチ ジョグ 

MULTI JOG ダイヤルを押す 


.MULTI JOG 


文字を選ぶ 

MULTI JOG ダイヤルを回して文字の種類を選び 
ます。 



MULTI JOG ダイヤルを押して、文字 
を記億させる 

• 手順3、4をくり返して合計8文字まで記憶させ 
ることができます。 

空白にしたいときは、空白のままで 
^ MULTI J 0 G をダイヤル押してください。 


MEMORY ボタンを押して、登録する 
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文字を入れる 



r 



" NAME 份，と表示するまで MEl ^6 RY 
ポタンを押す 


2 


如 MULTI JOG 



マルチ ジョグ 

MULTI JOG ダイヤルを押す 


3 


MULTI JOG^n 



変更する文字を選ぶ 

MULTI JOG ダイヤルを押して、変更したい箇所 
まで点滅を移動させます。 


4 


糾 MULTI JOG — 

❹ 

PUSH TO ENTER 


MULTI JOG ダイヤルを回して、文字の種 
類を選ぶ 

• 選んだら MULTI JOG ダイヤルを押します。 
•他に変更したい文字があるときは、手順3、4を 
くり返します。 


fA 


MEMORY 


MEMORY ボタンを押して、変更登録 
する 



























文字を入れる 


文字を消去する 


① 


MEMORY 



② 


hm MULTI JOG_*H 



PUSH TO ENTER 



"NAME IN " と表示するまで MEMORY ポタン 
を押します。 


MULTI JOG ダイヤルを回して 、 "NAME ERS " 
を表示させます。 


MULTI JOG ダイヤルを押すと、表示されていた 
文字が全て消えます。 


表示を切り換える 


MULTI JOG^n 



MULTI JOG ダイヤルを押すごとに 


周 mi トヵ番し号てぃれば文字) 


の順に切り換わります。 

プリセツトした放送局は、文字を優先して表示し 
ます。文字を登録していないときは、周波数また 
はプリセツト番号の表示となります。 
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スピーカーまでの 距離を設定する 


聞く位置から設置したスピーカーまでの距離を設定します。 
距離を設定することで、それぞれのスピーカーから聞く位置まで 
の音の届く時間を一定にし、ホームシアターをより快適にお楽し 
みいただけます。スタンバイ状態にしても記憶しています。 



1,4 



リモコンの DISTANCE ポタンを押す 

表示部に フロン トス ピーカーまでの 距離が表示さ 
れます。 



▲/ ▼ポタンを押し、実際の距離に近い 
数値に設定する 

▲ボタンを押すと数値が上がり、▼ボタンを押すと 
下がります。0.3 m 単位で 9.0 m まで設定できます。 


3 



CH SEL ポタンを押して、スピーカーを切 
り換え、聞く位置からそれぞれのスピー 
カーまでの距離を設定する 

ポタンを押すたびに、スピーカーの表示が次のよう 
に切り換ります。設定方法は、手順2と同じです。 
，— FRT (左右フロントスピーカー） 

I 

CNT (センタースピーカー） 

I 

し SUR (左右サラウンドスピーカー) 


4 

ご注意 



DISTANCE ポタンを押す 

設定したスピーカーの距離が記憶され、通常の表 
示に戻ります。 


• センタ _ スピ _ 力一は左右フロント、左右サフウンドスピーカーよりも近くに設定してください。 
• センタースピーカーは左右フロント、左右サラウンドスピーカーより1 .5 m まで近くに設定できます。 

• 左右サラウンドスピーカーは、左右フロントスピーカーより 4.5 m まで近くに設定できます。 
•ヘッドホンを接続しているときは、設定できません。 

• マルチチャンネル音声再生時は、この設定はできません。 
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各 スピーカーの 音量レベルを設定する 


各スピーカーからの音量が同じように聞こえるよう、それぞれ 
のスピーカーの音量レべ J レを設定します。 

• 設定中に DVD の音声を切り換えるとテスト I ンが止ま 
り、設定モードが解除されてしまうことがあります。 

• へッドホンを接続しているときは、設定できません。 

• スタンバイ状態にしても、この調整内容を記憶しています。 


1,4 


〇 




MODE TEST TONE CH SEL DISTANCE 

II \\ II U II - ft II - « 

11 " '‘ 及 » " '' " 

ANGLE AUDIO SUBTITLE 
(+ » (^STANDBY/ON | (( A ^ 
刪 NEL Tv ^pS? N K G VOLUME 
0 0 0 0 
CLEAR RANDOM PROGRAM REPEAT 
0000 
TUNING TUNER PRESET 
0 0 0 0 


CD 


3 

3 

2 




リモコンの TEST TONE ポタンを押す 

下記の順で各ス ピーカーから 「ザ ー」 というテス ト 
音が出ます。 


L (左フロントスピーカー) 

t 

SW (サブウーファー） 


►C (センタースピーカー） 

I 

R (右フロントスピーカー） 


SL (左サラウンドスピーカー ) —SR (右サラウンドスピーカー) 


2 



音量を調整する 

ボリューム 

テスト音が良く聞こえる音量に V 0 LUMEO / V ) 
ボタンで調整してください。 

• テス ト音は何も操作しないでいると、自動的に 
次の スピーカーに 移り、2秒ず つテス ト音を出 
力します。10回くり返して止まります。 


3 


チヤンネルセレクト 

CH SEL ポタンを押してスピーカーを切 


り 換え、 ▲/ ▼ポタンで スピーカーの 音量 
が同じに聞こえるように調整する 



~厂日里レ’ヽ J レ 


センタースピーカー 


▲ボタンを押すと音量が上がり、▼ボタンを 
押すと下がります。 

• 一 12〜+12の範囲で設定できます。 

• サブウーフーファは一30〜+12の範囲で 
設定できます。 



TEST TONE ポタンを押す 

設定したスピーカーの音量レベルが記憶され、通 
常の表示に戻ります。 


テスト音は小さめなので、手順^ 1 いつも聞く音量よりも大きくした場合は、手順3^終了した後に 
V 0 LUME (^/ T ) ボタンで元の音量に戻しておいてください。 













リモコンでテレビを操作するには 


付属のリモコン （ RC -487 S ) で、お使いのテレビを操作することができます。 

U モコンでテレビを操作するには、あらかじめテレビのリモコンコードを登録する必要があります。 

■ テレビのリモコンコードを登録するには 


3 


2 


4 — 

/本機のリモコンで、 
操作できるのは 
I この範囲です。/ 


STANDBY/ 

ON INPUT SLEEP 

moo 

10 KEY CLOCK DISPLAY 

Q O 〇 

1 - jap E — DIMMER 

m mi 〇 

I 1 CDWPC 3 SURROUND 

11^0 I^D 〇 

-I 4 Mn _ 6 LATE NIGHT 

im m 〇 ' 〇 

7 CD/OVDr _9_ 

lO Q'B 〇 

+J2 一聊 」 PLAY 
TOP MENU 


o 




MODE TEST TONE C 


aaao 

_ANGLE AUDIO SUBTITLE 


: 、 . 及 ' i STANDBY/ONJ 
^CHANNEL tv^pS^MUtInG 舰哪 || 


O ( 


DNTROL 

._r MUTING _ . 

O O O ! 

RANDOM PROGRAM REPEAT 


000 0 
TUNING TUNER PRESET 
0 0 0 0 


ONKYO 

REMOTE CONTROLLER RC-487S 


1 登録したいテレビのメーカー別リモコ 
ンコード (3 桁)を次ページのリモコン 
コード表で確かめる 


2 STANDBY / ON ボタンを押しなが 
ら、 ENTER ポタンを押し、両方から 
指を離す 



3 3桁のリモコンコードを入力する 

• 数字ボタンを使用して、30秒以内に入力し 
てください。 

この場合、 10 KEY ポタンを押す必要はあり 
ません。数字ポタンのみで登録します。 


分リモコンコードが正しく登録された 
かを確かめる 

•テレビ操作ポタンを使用して、正しくテレビ 
が動作することを確認してください。 
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リモコンでテレビを操作するには 


■ メーカー別リモコンコード表 

•複数のコード番号があるときは、1つずつ登録し、機器に合った方を選んでください。 


メーカー 名 

リモコンコード 

メーカー 名 

リモコンコード 

AIWA (アイワ） 

100,101 

MARANTZ (7 ランツ） 

164 

AKAI (アカイ) 

102,103,104 

MARK (マ-ク） 

165 

AUDIO SONIC a-f'4V：^) 

105 

MATSU 1 (マツイ） 

166,167,168,169 

BELL&HOWELL (へ、'ルハウ Ul/) 

106 

MITSUBISHI (ミツビシ） 

170,171,172,173 

BLAUPUNKT 

107 

MIVAR 

174,175 

BRIONVEGA 

108,109 

NEC 

176,177 

CENTURION 

110 

NOKIA (ノキァ) 

178,179,180,181 

COLTINA 

111,112,113 

NOKIA OCEANIC 

181 

CORONAD 

114 

NORDMENDE 

182,183 

CROWN (クラウン） 

115,116 

OKANO (オカノ） 

152 

DAEWOO 

117,118,119,120,121 

ORION (オリオン） 

184,185,186 

DUAL 

122 

PANASONIC (ハ。ナソニック） 

187,18 8，， 189,190 

EMERSON (エマ-ソン) 

123,124,125,126,127 

PHILIPS (フィ IJ ッァス） 

162,191,152 

FENNER 

128,129 

PIONEER (八°イオニア） 

192,193 

FERGUSON 

130,131 

PROSCAN (フ。□スキャン） 

194 

FISHER (フ ツシヤ -) 

132 

QUASAR 

195 

FUNAI (フナイ） 

133,134,135 

RADIOSHARX (ラシ''オシ ヤ - ク） 

196 

FUJITSU GENERAL(7^'Wa) 

136,137,138 

RCA 

141,197,198,110,199,200 

GE-PANA 

139,140 

SABA (サハ'') 

201,182,183 ； 

GE.RCA 

141 

SAMSUNG (サムスン） 

202,203,204,205,206,207,208 

GOLD STAR CT - ルドスタ-) 

142,143 

SANYO (サンヨ -) 

209,210,211,212 

GOODMANS (グ'ツド T ノス'') 

144 

SCHNEIDER 

103 

GRUNDIG 

145,146 

SEARS (シァ-ス'、） 

213 

HITACHI (ヒタチ） 

147,148,149,150 

SELECO (セレ]) 

214,215 

HYPER (ハイハ。-) 

151 

SHARP (シヤ-ア） 

216,217 

INNO-HIT 

152 

SONY (ソニ-) 

216,219,220,221,222,223 

IRRADIO 

103 

SYMPHONIC (シンフォニック) 

224,225 

JVC (日本どクタ-) 

153,154,155,156,157 

TELEFUNKEN 

201,226,227 

KENDO 

158 

THOMSON (トムソン） 

228 

KTV 

159,160 

TOSHIBA (トウシ ] H 

213,229 

LUXOR 

161 

UNIVERSUM 

230 

MAGNAVOX (マグ: hid) 

162,163 

ZENITH 

231,232 


初期設定100 
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オーディオ用語集 


ドルビープ □ ロジック II (Dolby Pro Logic II) 

従来の4チヤンネル(左右フロント、センター、モ 
ノラルのサラウンドチャンネル)のプ□ロジック 
サラウンドと 5. 1チャンネルのドルビーデジタル 
サラウンドの橋渡しをする、次世代の5チャンネ 
ルサラウンド方式です。 

ドルビープ□ロジック II は、マトリックスデコー 
ド技術で、サラウンドチャンネルがステレオであ 
ること、その再生帯域がフルバンドのためあらゆ 
るステレオ音源を 5. 1 ch ライクな立体音場で楽し 
むことができます。映画に最適な Movie モードと 
音楽再生に最適な Music モードの2つのモードが 
選択できます。 

ドルビーデジタル （Dolby Digital) 

ドルビー社よつて開発されたデジタルマ J レチチャン 
ネル音声規格。モノラルから 5.1 チャンネルまでに 
対応しています。プログラム間でセリフの平均レべ 
ルを一定に保つダイア□グノーマライゼーシヨン 
(Dialog normalization )、 視境の制約に対応し 
てダイナミックレンジを調整するダイナミックレン 
ジ圧縮 （Dynamic range compressions ス 
ピーカーの数に合わせて出カチャンネル数を最適 
化するダウンミックス ( Downmix ) など数々の機 
能が採り入れられています。 

DVD - Video の標準音声、米国 DTV の標準音声 
として採用されています。いずれの フォーマッ ト 
でも、ご家庭でも簡単に劇場やコンサートホール 
さながらの臨場感あふれるサラウンドをご体験い 
ただけます。 

MPEG — 2 AAC 

AAC(Advanced Audio Coding ) は、 AT & T 社、 
ドルビーラボラトリーズ、フラウンホーヘル • イン 
スティテュート • フォ_ • インテグレーティド- 
サー キッ 卜 ( FraunhoferIIS )、 そして DTS デジタル 
サラウンド (DTS Digital Surround )、 ソニー株式 
会社の4社の高品質マ j レチチャンネ)レ音声符号化 
のための最先端技術を組み合わせたもので 、 ISO 
と IEC の共同管轄の下に 、 MPEG — 2 規格の一部 
として規格化された音声圧縮符号化方式です。 
従来の MPEG 音声との後方互換性がないので、従 
来の MPEG 音声 デコーダーではデコー ドできませ 
ん。わが国のデジタルテレビ音声方式として採用 
されています。 


DTS デジタルサラウンド （DTS Digital Surround) 

米国の DTS (Digital Theater Systems ) 社が開 
発したデジタルサラウンドフォーマットです。コ 
ヒレントアコースティツクス符号化 (Coherent 
Acoustics Coding ) と呼ばれるアルゴリズムを 
使用し、圧縮率は通常4 :1程度と比較的低< 
なっています。映画館ではフィルムにプリントさ 
れたタイムコードに同期して CD - ROM に記録さ 
れた音声が再生されます。 

サンプリング周波数 

アナログ信号をデジタル信号に変換する時の精 
度。44.1 kHz は1秒間に44100回、 96 kHz は 
1秒間に96000回アナログ信号を読み取ってデ 
ジタルに変換します。 

5.1ch サラウンド 

視聴位置前方に設置するセンタースピーカ_1 
つ、フロントスピーカ_2つ、横または後方に設 
置するサラウンドスピーカー2つで 5 ch (チヤンネ 
ル)サブウーファーは他のスピーカーよりも再生 
できる音域が10分の1のため、この6本のスピー 
力一を使って再生することを 5. lch サラウンドと 
いいます。 

ダイナミックレンジ 

信号が正しく変換する最大のレベルと雑音等、機 
器の性質で制限させる最小レベルの差を言いま 
す。 

LFE 

ドルビーデジタルや DTS の低周波数効果音のこ 
と。一般にディスクなどの信号に入っているとサ 
ブウーファーが効果的に働きます。 
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困ったとぎは 


困ったときは、次の内容をご確認ください。 

巳 ASE - V 15 X は、サブウーファー SWA - V 15 X 、 センタースピーカー ST - V 1 5 XC 、 サテライトスピーカー ST - V 1 5 XM およ 
び AV コントローラ ー PR -1 55 AX の組み合わせで最良の状態になるように設計されております。本体と他のスピーカーと 
の組み合わせや、他のアンプとサテライトスピーカーとの組み合わせでご使用になった場合の故障については、保証できな 
し、場合がありますのでご了承ください。 



電源 

参照ページ 

電源が入らない 

• 電源プラグがコンセントから抜けていないか確認してください。 


• SWA - V 15 X 専用接続コードが正しく接続されているか確認してください。 

PR -1 55 AX 背面の SUBWOOFER CONTROL が接続されているか確認してください。 

P 24 

• —度電源プラグをコンセントから抜き、5秒以上待ってから再度コンセントに差し込んでください。 

電源が途中で切れる 

•表示部に TIMER 表示がある場合は、タイマーが働きます。解除してください。 

P 60 

• タイマー再生、録音は終了時刻にスタンバイになります。 

P 54 



日 P 3 


音声が出ない 

• サブウーファーの電源プラグがコンセントから抜けていませんか？ 


• スピーカーは正しく接続されていますか？しん線は本体の接続端子に接触していますか？ 

P 25 

• ボリューム位置を確認してください。基本的に MINM _2•••98,99 ‘ MAX まで調整できます。一般のご家庭では 
5◦前後までボリュームを上げても正常な範囲です。 

• 入力表示が正しく選択できているか確認してください。 

接続した機器を入力表示切り換えで選択する必要があります。 

P 36 

• 接続した機器でのデジタル音声出力の設定を確認してください。 

DVD 対応のゲーム機など、機器によっては初期設定が OFF になっていることがあります。 

• “ MUTING ” と表示されている場合、ミューティング機能が働いていますので、解除してください。 

P 39 

• へッドホンが接続されているとスピーカーからの音声が出力されません。 

P 39 



ホームシアター 


センタースピーカーやサラウンドスピーカーから音が出ない/サブウーファーから音が出ない 

• サラウンドモードの種類によって音を出さないモードがあります。 

STEREO :フロントスピーカーとサブウーファーからしか音が出ません。 

HALL : センタースピーカーからは音がでません。 


• ドルビープロロジック II のサラウンドモードで再生するソースにより音が出にくい場合があります。 

5.1 ch 対応の DVD ソフトや BS デジタルの 5. 1 ch 放送は臨場感を表現する信号が含まれていることが多いですが、 
CD や一般の放送には含まれていないのが一般的です。他のサラウンドモードをお選びください。 

• スピーカ_コ_ドのしん線は本体の接続端子に触れていますか？ 

P 25 

• 低音の入っていないソフトを再生している場合はサブウーファーから音が出ません。 

• サブウーファーレベルを設定してください。 

P 45 

音が良くない 

• スピーカ_コ_ドの+/—が正し<接続されているかご確認ください。 

P 25 

• 各スピーカーの距離設定、音量設定を行ってください。 

P 66 

• ピンコードのプラグは奥まで差し込んでください。 

P 23 

• TV や AM 放送などモノラル音源を再生するときは、サラウンドモードを PL II MOVIE または PL II MUSIC にする 
と、センタースピーカーに音が集中します。違和感を感じるときは、他のサラウンドモードを選んでください。 

サラウンドが効かない 

• マルチチヤンネル音声再生時はサラウンドを切り換えることはできません。 

レイトナイト機能が働かない 

• 再生ソースがドルビーデジタルか確認してください。 

P 44 

マルチチヤンネル音声が出力されない 

- YJ レチチヤンネ J レ対応の D V D プレーヤーを使用しているか確認してください。 

•本機の設定を 「DVD M , In 」 にしてください。また、リモコンの MODE ボタンで 「 Multi 」 を選んで 
ください。 

P 37 
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困ったとぎは 




•「 DVDM . IN 」、「 Multi 」 は入力を DVD にしたときしか選ぶことはできません。 

P 37 

レコードプレーヤーの音が小さい 

レコードブレーヤーがフオノイコライザー内蔵か、お確かめください。 

内蔵していないレコードプレーヤーの場合は別途フオノイコライザーが必要です。 



レコードプレーヤーが再生できない 

MC 力一トリッジタイプのレコードプレーヤーをお使いの場合は、昇圧トランスまたはへッドアンプとフオノイコ 
ライザーが必要です。 


DTS 信号について 

• DTS 対応の CD や LD を ANALOG 端子のみに接続してアナログ再生すると、 DTS 信号をそのまま再生するため、ノ 
イズが出力されます。このノイズを再生すると、本機やスピーカーにダメージを与える恐れがありますので 、 DTS 
対応の CD や LD を再生するときは再生機器の出力端子を本機の DIGITAL INPUT 端子に接続し 、 DIGITAL (デジタ 
ル）で再生してください。 

• 一部の CD または LD プレーヤーでは、本機とデジタル接続をしても正しく DTS 再生ができない場合があります。出 
力されている DTS データに何らかの処理（出カレベル調整、サンプリング周波数変換、周波数特性変換など）が行 
われていると、本機が正しい DTS データとみなすことができず、ノイズを発生することがあります。 

• DTS 対応ディスクを再生している時にプレーヤー側でポーズやスキップなどの操作をすると、ごく短時間ノイズが 
発生することがありますが、これは故障ではありません。 


〈音質について〉 

電源ブラグの極性を変えると音が良くなることがあります。 

電源投入後1◦〜30分程度経過した方が音質は安定します。 

オーディオ用ビンコードや電源コード、 SWA - V 15 X 専用接続コードはスピーカーコードと一緒に束ねると音質 
が劣下します。 


ラジオ 


放送に雑音が入る/ FM ステレオ放送の時、サーというノイズが多い 

オートプリセットで放送局が呼び出せない ( FM のみ)/ FM 放送で“ ST ” 表示が完全に点灯しない 

• アンテナの位置を変えてみてください。 


• テレビやコンピューターから離してください。 

•近くに自動車が走っていたり飛行機が飛んでいると雑音が入ることがあります。 

• 電波がコンクリートの壁等で遮断されていると放送が受信しにくくなります。 

• FM モードをモノラルに変更してみてください。 

P 47 

• AM 受信時リモコンを操作すると雑音が入る場合があります。 

• それでも電波が悪い場合は室外アンテナをおすすめします。 

P 34 

リモコン 


リモコンが働かない/リモコンでテレビが動かない 

•電池の極性(+、一）が、表示通り正しく入っているか確認してください。 

P 19 

• 電池を2本とも新しいものと交換してみてください。 

(種類の異なる電池の使用や、新しい電池と古い電池の混用はさけてください） 

P 19 

• リモコンと本体の間が離れすぎていませんか？リモコンと本体の間に障害物がありませんか？ 

P 19 

• 本体受光部に強い光(インバータ蛍光灯や直射日光)が当たっていませんか？ 

P 19 

• オーディオラックのドアに色付きガラスを使っていると、正常に機能しないことがあります。 

P 19 

• テレビのコードが正しくリモコンに設定されていますか？ 

もう一度ご使用になっているテレビのリモコンコードを確かめ、登録しなおしてください。 

P 68 

他機器との接続 


接続した機器の音が出ない 

• 入力切り換えを確認してください。 

P 38 

• 入力表示の切り換えは正しく設定されていますか？ 

P 36 

• 光デシタルケーブルが折れ曲がったり損傷していませんか？ 

• フオノイコライザーを内蔵してし、ないレコードブレーヤーは、別売のフオノイコライザーを中継してください。 

録音ができない 

• デジタル録音するには再生機器のデジタル出力を録音機器のデジタル入力に接続する必要があります。 

• システム接続が正しいか確認してください。 

P 31 
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困ったとぎは 


• 録音機器側でデジタルやアナログなどの録音入力切換が正しくできているか確認してください。 DV - S 155 X と接 
続している場合 、 CD DUBBING やアナログシンク□録音などの連動が働かないときは、 DV - S 155 X の後面に 


ある SYSTEM MODE スイッチが「1」になっていることを確認してください。 P 30 

システム機能が効かない 

• AI ケーブルとオーディオ用ビンコードの両方が正しく接続されているか確認してください。 

_ (RI ケーブルの接続だけではシステムとして働きません。）_ P 31 _ 

• 入力表示の切り換えを行ってください。 P 36 

• DV - S 155 X と接続している場合 、 CD DU 巳 BING やアナログシンク□録音などの R ■連動が働かないときは、 DV - 

_ S 155 X の後面にある SYSTEM MODE スイッチが「1丨になっていることを確認してください。_ P 30 

タイマー演奏•録音しない 

• 現在時刻/曜日は正しく設定されていますか？ 

時刻が設定されていないと、タイマー演奏•録音はできません。現在時刻/曜日を設定してください。 P 51 

•電源 ON 時、表示部に 「 TIMER 」 と表示されていますか？ P 55 


• AI ケーブルとオーディオ用ビンコードの両方が正しく接続されているか確認してください。_ 

• 再生機器/録音機器の設定を確認してください。 _ 

テレビの映像がにじむ 
• テレビからスピーカーを離してください。 

スピーカーの距離設定が希望通りにならない 

• 設定する数値がホームシアターに適した数値に矯正されることがあります。 P 66 

音量調整が99以下で終わる 

• 各スピーカーの音量調整をしたり、サブウーファーレベルを変更した場合は音量最大値が変わることがあります。 

_ P 44' 45、67 

INPUT ポタンで DIG 2を選べない 

•入力端子を 「 CDR 」 から 「 TV 」 に切り換えると PR -155 AX の後面にある DIGITALINPUT 2 端子は 「 TV 」 専用 
となるため、選択できなくなります。 P 38 


• PR -1 55 AX はマイク□コンピューターによリ高度な機能を実現していますが、ごくまれに外部からの雑音やノ 
イズ、また静電気の影響によって誤動作する場合があります。 

そのような時は、電源プラグを抜いて約5秒以上待ってから改めて電源プラグを入れてください。 


• マイコンのリセツトについて 

登録したレベル設定などを全て工場出荷時の設定に戻したいときは、電源が入っている状態で PR -155 AX 本体 
の INPUT ボタンを押しながら STANDBY / ON ボタンを押して < ださい。 

PR -1 55 AX の表示部に 「 CLEAR 」 と表示され、初期化されると同時にスタンバイ状態となります。 


• 製品の故障により正常に録音できなかったことによって生じた損害 （ CD レンタル料等）については保証対象に 
なりません。大事な録音をするときは、あらかじめ正しく録音できることを確認の上、録音を行ってください。 
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主な仕様 


■ AV コントローラー （ PR -155 AX ) 

•コント□ールアンプ部 
入力感度/インピーダンス 

1 50 mV /50 kQ ( LINE 入力） 

出カレベル/インピーダンス 
1 V /600 Q ( STEREO , VOLUME MAX 時） 

周波数特性 

1 20 Hz 〜 20 kHz : + l /-3 dB ( FL / FR / C / SL / SR ) 
20 Hz ~120 Hz : 0/-3 dB ( SW ) 

•チューナー部 
受信周波数 

FM 76.00-1 08.00 MHz , 

AM 522〜1629 kHz 

FM 周波数特性 

30 Hz 〜15 kHz (土 1.5 dB ) 

•総合 

消費電力 12 W 
待機時電力 1.0 W 
外形寸法（幅 x 高さ x 奥行） 

1 55 x 94 x 288 mm 

質量 2.0 kg 

デジタル音声入出力端子 

入力端子3 ( OPTICAL ) ( DVD / CD , DIGITAL 

INPUT 1 , DIGITAL INPUT 2 (TV Rl )) 

アナログ入出力端子（入力/出力） 

アナログ入力端子2 ( MD , CDR / TAPE / TV / 
VIDEO 

アナログ出力端子2 ( MD , CDR / TAPE / TV / 
VIDEO ) 

マルチ ch アナログ入出力端子（入力/出力） 

6 ch 

アナログ入力端子1 ( FL , FR , C , SL , SR , SW ) 
但しフロント L / R の入力端子は DVD / CD の L / 
R と共通 

アナログ出力端子1 ( FL , FR , C , SL , SR , SW ) 

■ アンプ内蔵サブウーファーシステム 
( SWA - V 15 X ) 

形式 6 ch アンプ内蔵スリットダクト型 
入力感度/インピーダンス 
500 mV /50 kQ ( FL / FR ) 

500 mV /50 kQ ( C ) 

500 mV /50 kQ ( SL / SR ) 

1 V /50 kQ ( SW ) 


実用最大出力 

15 WX 5 ( FL / FR , SL / SR , C ,1 kHz - 6 Q / 
JEITA ) 

25 W ( SW , 100 Hz • 3 Q / JEITA ) 

サブウーファー再生周波数範囲 

30 Hz 〜150 Hz 

SN 比 

100 dB (STEREO IHF - A ) 

キャビネット内容積 9.3 リットル 
外形寸法（幅 x 高さ x 奥行） 

1 90 x 31 3 x 353 mm 
質量 8.7 kg 

マルチ ch アナログ入力端子 

6 ch 

アナログ入力端子 （ FL , FR , C , SL , SR , SW ) 
使用スピーカー 1 6 cm 0 MF ダイヤフラム 

防磁設計 有 

電源 100 V (50/60 HZ ) 

消費電力 46 W 

■ センタースピーカー システム 
( ST - V 15 XC ) 

形式 2ウェイバスレフ型 

定格インピーダンス6 Q 
最大入力 40 W 
定格感度レベル 84 dB / W/m 
定格周波数範囲 70 Hz 〜100 kHz 
クロスオーバー 周波数 7 kHz 
キャビネット内容積 1 .9 リットル 
外形寸法（幅 x 高さ x 奥行） 

264 X 96 X 1 36 mm (サランネット、夕ーミ 
ナル突起部含む） 

質量 1.6 kg 
使用 スピーカー 
ウーファー 

8 cmA -0 MF ダイヤフラムウーファー X 2 

ツイーター 

2 cm ネオバランスドームツイーター x 1 
ターミナル プッシュ式 
防磁設計 有 
備考 

背面 200 mm ピッチネジ穴 x 2装備 
壁掛け金具用（径 5 mm • 深さ 12 mm ) 
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主な仕様 


■ サテライト スピーカー システム 
(ST-V15XM) 

形式 2ウェイバスレフ型 
定格インピーダンス6 Q 
最大入力 40W 
定格感度レベル 80dB/W/m 
定格周波数範囲 70Hz 〜 100kHz 
クロスオーバー 周波数 7kHz 
キャビネット内容積 1.3 リットル 
外形寸法（幅 x 高さ x 奥行） 

101XI 69X1 36mm (サランネット、夕一 
ミナル突起部含む） 

質量 1.0kg 


使用 スピーカー 
ウーファー 

8 cmA -0 MF ダイヤフラムウーファー x 1 

ツィーター 

2 cm ネオバランスドームツイータ _ x 1 
ターミナル プッシュ式 
防磁設計 有 
備考 

底面 60 mm ピッチ（縦）ネジ穴 x 2装備（径 
5 mm • 深さ1 2 mm ) 

背面ネジ穴 XI 装備スタンドおよび壁掛け 
金具用（径 5 mm • 深さ 12 mm ) 

※仕様および外観は性能向上のため予告なく変更するこ 
とがあります。 


修理について 


■保証書 

この製品には保証書を別途添付していますので、 
お買い上げの際にお受け取りください。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いただ 
き、大切に保管してください。 

保証期間は、お買い上げ日より1年間です。 

■調子が悪いときは 

意外な操作ミスが故障と思われています。 

この取扱説明書をもう一度よくお読みいただき、 
お調べください。本機以外の原因も考えられま 
す。ご使用の他のオーディオ製品もあわせてお調 
ベください。それでもなお異常のあるときは、電 
源ブラグを抜いて修理を依頼してください。 

修理を依頼されるときは、下の事項をお買い上げ 
の販売店、または付属の「オンキヨーご相談窓 
口 • 修理窓口のご案内」記載のお近くのオンキ 
ヨー修理窓口までお知らせください。 

卜お名前 
^お電話番号 
^ご住所 

►►製品名 1 BASE - V 15 X 1 
^できるだけ詳しい故障状況 


■オンキヨー修理窓口について 

詳細は付属の「オンキヨーご相談窓口 • 修理窓口 
のご案内」をご覧ください。 

■保証期間中の修理は 

万一、故障や異常が生じたときは、商品と保証書 
をご持参ご提示のうえ、お買い上げの販売店また 
はお近くのオンキヨ_修理窓口へご相談くださ 
い。詳細は保証書をご覧ください。 

■保証期間経過後の修理は 

お買い上げ店、またはお近くのオンキヨー修理窓 
口へご相談ください。修理によって機能が維持で 
きる場合はお客様のご要望により有料修理致しま 
す。 

■補修用性能部品の保有期間について 

本機の補修用性能部品は、製造打ち切り後最低8 
年間保有しています。この期間は経済産業省の指 
導によるものです。性能部品とは、その製品の機 
能を維持するために必要な部品です。保有期間経 
過後でも、故障箇所によっては修理可能の場合が 
ありますのでお買い上げ店、またはお近くのオン 
キヨー修理窓口へご相談ください。 





ご購入されたときにご記入ください。 

サービスを依頼されるときなどに、お役に立ちます。 

ご購入年月日: 年月日 

ご購入店名：_ 

Tel . ( ) _ 

メモ： 


ONKYO 

7!ン年3-觫式含;1± 

本社大阪府寝屋川市日新町 2-1 〒572-8540 



http://www.jp.onKyo.com/ 


製品のご使用方法についてのお問い合わせ先：カスタマーセンター 

ナビダイヤル®0570 (01)81 11(全国どこからでも市内通話料金で通話いただけます） G0509-1 

または®072 (831)81 11(携帯電話、 PHS から） 


SN 29344150 

(C) Copyright 2005 ONKYO CORPORATION Japan. All rights reserved. 
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